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２
０
１
６
年
の
ダ
ボ
ス
会
議
（
世
界

経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
で
使
わ
れ
、
バ
ズ

ワ
ー
ド
と
し
て
広
ま
っ
た
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ

Ａ
」
と
い
う
言
葉
。
不
安
定
で
予
測
不

可
能
な
未
来
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
話

だ
っ
た
が
、
５
年
も
経
た
な
い
う
ち

に
、
本
当
に
そ
ん
な
未
来
が
や
っ
て
き

て
し
ま
っ
た
。
同
列
に
並
べ
て
は
失
礼
だ

が
、
大
外
れ
し
た
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大
予

言
と
は
大
違
い
だ
っ
た
。
と
は
言
え
、
当
た

っ
た
／
外
れ
た
と
ふ
ざ
け
て
ば
か
り
も
い
ら

れ
な
い
。
実
際
、
未
曾
有
の
厳
し
い
時
代
が

や
っ
て
き
て
い
る
の
だ
か
ら
▼
２
０
２
０

年
、
21
年
と
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
経
済
は
大
混

乱
し
た
。
そ
れ
で
も
22
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
あ

る
程
度
お
さ
ま
り
、
経
済
活
動
が
復
活
に
向

け
て
力
強
く
推
移
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

る
世
界
的
な
大
混
乱
。
ま
た
も
見
通
し
が
立

た
な
く
な
っ
て
い
る
。
国
内
で
も
ガ
ソ
リ
ン

を
は
じ
め
燃
料
価
格
の
高
騰
や
食
品
・
日
用

品
の
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、
需
要
の
冷
え
込
み

が
懸
念
さ
れ
る
。
半
導
体
不
足
も
落
ち
着
く

ど
こ
ろ
か
不
安
定
さ
が
増
し
、
自
動
車
や
産

業
機
器
の
納
期
問
題
は
棚
上
げ
さ
れ
た
ま

ま
。
見
通
し
明
る
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
突

然
の
雷
雨
。
こ
れ
か
ら
は
何
が
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
。
本
当
に
そ
ん
な
心
境
だ
▼
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
を
ど
う
生
き
残
っ
て
い
く
か
。

そ
の
解
決
策
に
言
及
し
て
い
た
の
は
20
年
版

の
「
も
の
づ
く
り
白
書
」
で
、
「
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
（
企
業
変
革
力
の
強

化
）
」
と
し
て
い
た
。
時
代
や
社
会
の
変
化

を
敏
感
に
と
ら
え
、
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ

て
形
を
変
え
な
が
ら
変
化
に
追
従
し
て
い

く
。
強
固
・
堅
牢
で
耐
え
る
の
で
は
な
く
、

し
な
や
か
に
受
け
流
す
イ
メ
ー
ジ
。
そ
れ
は

ま
さ
に
「
上
善
水
の
如
し
」
（
老
子
）
。
舵

取
り
が
難
し
い
こ
の
局
面
、
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
ず
、
変
化
を
許
容
す
る
。
そ
れ
が
生

き
抜
く
ポ
イ
ン
ト
だ
。

好調一転、風向きが怪しい2022年。柔軟でしなやかに、水のように変化に対応しよう

　
劣
化
列
島
日
本
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
リ
ー

ズ
の
３
回
目
は
、
「
ソ
ニ
ー
の
復
活
」
を
取

り
上
げ
る
。
ま
ず
、
数
十
年
前
の
ソ
ニ
ー
全

盛
時
代
を
振
り
返
り
た
い
。
20
世
紀
後
半
、

ソ
ニ
ー
の
世
界
的
活
躍
は
わ
れ
わ
れ
日
本
人

に
と
っ
て
の
大
き
な
誇
り
で
あ
っ
た
。
世
界

中
の
あ
ら
ゆ
る
空
港
免
税
店
で
は
、
ソ
ニ
ー

の
製
品
が
一
等
地
に
並
び
、
テ
レ
ビ
や
ウ
ォ

ー
ク
マ
ン
な
ど
ソ
ニ
ー
製
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
製
品
に
、
世
界
中
か
ら
羨
望
の
目
が
あ
て

ら
れ
て
い
た
。
当
時
、
筆
者
も
米
国
出
張
の

際
に
最
新
の
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を
持
参
し
、
米

国
の
友
人
に
自
慢
し
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。

友
人
か
ら
は
、
『
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
と
は
変
な

英
語
だ
が
、
製
品
は
凄
い
な
！
』
と
羨
ま
し

が
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
確
か
に
ウ

ォ
ー
ク
マ
ン
な
る
英
語
は
存
在
せ
ず
、
『
英

語
圏
で
の
商
品
名
に
は
馴
染
（
な
じ
）
ま
な

い
』
と
の
声
も
現
地
か
ら
は
出
て
い
た
ら
し

い
が
、
当
時
の
ソ
ニ
ー
幹
部
は
『
世
界
中
で

ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
に
名
称
統
一
』
の
決
定
を
行

っ
た
。
結
果
と
し
て
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
な
る
言

葉
は
、
辞
典
に
載
る
正
式
英
語
と
な
っ
た
。

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
大
国
と
し
て
世
界
を
席

巻
し
、
『
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
ａ
ｓ
　
№
１
』
と

ま
で
言
わ
れ
た
日
本
も
、
ソ
ニ
ー
の
凋
落
と

と
も
に
「
失
わ
れ
た
30
年
」
に
突
入
し
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
失
わ
れ
た
30
年
は
、
１

９
９
２
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
10
年
が
過
ぎ
た
２

０
０
３
年
（
約
20
年
前
）
に
、
ソ
ニ
ー
シ
ョ

ッ
ク
と
呼
ば
れ
た
大
事
件
が
勃
発
す
る
。
米

国
や
韓
国
・
中
国
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
ソ
ニ

ー
が
突
然
、
１
０
０
０
億
円
に
及
ぶ
業
績
の

下
方
修
正
を
発
表
し
、
株
式
市
場
は
大
パ
ニ

ッ
ク
に
陥
っ
た
。
株
価
は
ス
ト
ッ
プ
安
の
大

暴
落
と
な
り
、
日
本
の
失
わ
れ
た
30
年
を
決

定
づ
け
る
象
徴
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。
以

降
、
ソ
ニ
ー
神
話
は
崩
壊
し
、
メ
デ
ィ
ア
各

社
は
ソ
ニ
ー
消
滅
論
を
こ
ぞ
っ
て
報
道
。
メ

デ
ィ
ア
各
社
の
ソ
ニ
ー
叩
き
は
壮
絶
を
極

め
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
が
自
虐
的
に
ソ
ニ

ー
の
劣
化
を
取
り
上
げ
、
ソ
ニ
ー
の
復
活
を

信
じ
る
メ
デ
ィ
ア
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

　
ソ
ニ
ー
が
最
悪
の
業
績
で
あ
っ
た
12
年
に

平
井
一
夫
氏
が
社
長
に
就
任
し
た
。
平
井
氏

に
は
プ
レ
ス
テ
の
業
績
回
復
な
ど
の
実
績
が

あ
る
も
の
の
、
メ
デ
ィ
ア
各
社
の
反
応
は
驚

く
ほ
ど
否
定
的
で
あ
っ
た
。
当
時
の
記
事
を

読
む
と
、
平
井
氏
は
ソ
ニ
ー
の
本
流
で
あ
る

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
か
ら
外
れ
た
傍
流
（
ぼ

う
り
ゅ
う
）
で
あ
り
、
傍
流
で
は
ソ
ニ
ー
の

復
活
は
不
可
能
と
断
じ
、
ソ
ニ
ー
消
滅
す
ら

予
測
す
る
始
末
で
あ
っ
た
。
筆
者
も
平
井
社

長
就
任
に
は
大
い
な
る
関
心
を
持
ち
、
ソ
ニ

ー
の
動
向
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
プ
レ

ス
テ
の
生
み
の
親
で
、
平
井
氏
の
前
任
の
久

夛
良
木
（
く
た
ら
ぎ
）
健
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
ソ
ニ
ー

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）

前
社
長
が
、
私
の
大
学
の
先
輩
で
あ
っ
た
こ

と
も
平
井
氏
に
興
味
を
持
つ
一
因
で
あ
っ

た
。
平
井
氏
の
社
長
就
任
は
ソ
ニ
ー
の
歴
史

そ
し
て
日
本
の
歴
史
に
刻
ま
れ
た
「
大
復

活
」
の
源
で
あ
る
。
以
降
ソ
ニ
ー
は
業
績
を

回
復
し
、
21
年
の
ソ
ニ
ー
経
営
実
績
は
、
営

業
利
益
１
兆
円
超
の
史
上
最
高
の
利
益
を
上

げ
て
い
る
。
ソ
ニ
ー
復
活
の
事
実
で
あ
り
、

未
踏
の
世
界
に
踏
み
出
す
大
発
展
の
兆
候
で

あ
る
。

　
ソ
ニ
ー
復
活
物
語
は
、
劣
化
列
島
日
本
で

花
開
い
た
「
希
望
と
勇
気
」
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
不
死
身
の
よ
う

に
復
活
を
成
し
遂
げ
た
ソ
ニ
ー
を
取
り
上

げ
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
誇
り
を
取
り
戻
す

「
希
望
と
勇
気
」
を
検
証
し
た
い
。
ソ
ニ
ー

復
活
の
要
因
は
、
か
つ
て
ソ
ニ
ー
消
滅
す
ら

予
測
し
た
メ
デ
ィ
ア
が
、
（
手
の
ひ
ら
を
返

し
）
賛
美
の
報
道
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

へ
ん
は
割
愛
す
る
。

　
私
の
個
人
的
な
視
点
で
恐
縮
だ
が
、
私
の

趣
味
の
一
つ
は
カ
メ
ラ
で
あ
る
。
何
十
年
に

渡
り
、
ラ
イ
カ
、
キ
ヤ
ノ
ン
な
ど
高
価
な
カ

メ
ラ
と
レ
ン
ズ
に
膨
大
な
費
用
を
投
入
し
て

き
た
。
私
の
撮
影
技
術
は
全
く
の
素
人
レ
ベ

ル
で
あ
る
が
、
カ
メ
ラ
購
入
の
「
沼
」
に
嵌

（
は
）
ま
っ
た
典
型
で
あ
る
。
現
在
は
ラ
イ

カ
、
キ
ヤ
ノ
ン
、
ニ
コ
ン
を
卒
業
し
、
ソ
ニ

ー
製
の
カ
メ
ラ
・
レ
ン
ズ
の
沼
に
嵌
（
は
）

ま
っ
て
い
る
。
カ
メ
ラ
業
界
で
は
無
名
だ
っ

た
ソ
ニ
ー
の
挑
戦
は
素
晴
ら
し
い
。
ソ
ニ
ー

か
ら
新
製
品
が
出
る
度
に
、
高
額
な
費
用
を

投
入
し
購
入
を
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
最
大

の
理
由
は
ソ
ニ
ー
の
秘
め
ら
れ
た
技
術
力
に

よ
る
（
他
社
を
凌
ぐ
）
新
機
能
へ
の
感
動
で

あ
り
、
ソ
ニ
ー
の
（
カ
メ
ラ
業
界
へ
の
）
意

欲
的
な
挑
戦
へ
の
感
動
で
あ
る
。
私
が
偉
大

な
経
営
者
で
あ
る
平
井
氏
を
評
価
す
る
こ
と

な
ど
で
き
な
い
が
、
誤
解
を
恐
れ
ず
私
見
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
ソ
ニ
ー
復
活
は

日
本
の
も
の
づ
く
り
遺
伝
子
に
回
帰
し
た
革

命
で
あ
り
、
お
客
さ
ま
の
「
感
動
」
を
旗
印

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
主
義
か
ら
脱
皮
し
た
日
本

の
誇
り
で
あ
る
。
も
っ
と
強
い
言
葉
を
使
え

ば
、
「
欧
米
か
ら
の
思
想
的
奴
隷
解
放
」
で

も
あ
る
。
足
元
で
な
く
未
来
を
見
る
。
傍
流

で
あ
る
か
ら
で
き
た
平
井
氏
の
革
命
。
学
ぶ

こ
と
が
多
く
、
真
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
「
事

実
の
物
語
」
で
あ
る
。
ソ
ニ
ー
の
復
活
こ
そ

日
本
復
活
の
お
手
本
で
あ
り
、
日
本
の
「
希

望
と
勇
気
」
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
劣
化
列
島
日
本
が
侵
さ
れ
た
病
は
、
「
グ

ロ
ー
バ
ル
」
と
い
う
欧
米
発
の
ウ
イ
ル
ス
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
の
病
の
特
効

薬
は
「
日
本
遺
伝
子
へ
の
回
帰
」
で
あ
る
こ

と
を
「
ソ
ニ
ー
の
復
活
」
が
物
語
っ
て
い

る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●85●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
③

ソ
ニ
ー
復
活
か
ら
学
ぶ『
輝
か
し
い
未
来
』

2022年度出荷見通し
国内 4390億円（5.2%増）

輸出 3070億円（4.3%増）

総額 7460億円（4.8%増）

統
計
史
上
最
高
7460
億
円

前
年
比
4.8
％
増
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復

　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
は
、
２
０
２
２
年
度
の
電
気
制
御

機
器
の
年
間
出
荷
統
計
の
見
通
し
を
発
表
し
た
。
22
年
度
の
出
荷
額
７
４
６
０
億

円
と
な
る
見
通
し
で
、
２
０
１
７
年
の
７
３
８
６
億
円
を
超
え
、
統
計
史
上
最
高

額
に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
22
年
度
出
荷
見
通
し
総
額

は
、
前
年
比
４
・
８
％
増
の

７
４
６
０
億
円
。

　
国
内
は
５
・
２
％
増
の
４

３
９
０
億
円
。
上
期
が
５
・

６
％
増
の
２
１
５
０
億
円
、

下
期
は
４
・
８
％
増
の
２
２

４
０
億
円
に
な
る
見
通
し
。

半
導
体
製
造
装
置
、
工
作
機

械
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
車
な

ど
の
Ｆ
Ａ
市
場
に
関
連
す
る

主
産
業
の
回
復
が
継
続
し
、

半
導
体
な
ど
部
品
不
足
に
よ

る
受
注
残
の
解
消
も
重
な

り
、
５
・
２
％
増
の
成
長
に

な
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
輸
出
は
４
・
３
％
増
の
３

０
７
０
億
円
。
上
期
が
１
・

０
％
増
の
１
５
１
５
億
円
、

下
期
が
７
・
７
％
増
の
１
５

５
５
億
円
の
見
通
し
。
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
や
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み

は
グ
ル
ー
バ
ル
で
加
速
し
て

お
り
、
半
導
体
関
連
の
需
要

や
設
備
投
資
は
継
続
し
て
成

長
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
急
回

復
は
落
ち
着
く
が
成
長
は
継

続
し
、
４
・
３
％
増
の
成
長

に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
や
部

品
不
足
の
継
続
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
な
ど
の
リ
ス
ク
は
依

然
存
在
し
、
注
視
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
年
度
の
21
年
度

見
込
み
は
、
17
・
２
％
増
の

７
１
１
８
億
円
。
う
ち
国
内

が
18
・
８
％
増
の
４
１
７
４

億
円
、
輸
出
が
15
％
増
の
２

９
４
４
億
円
。
国
内
は
コ
ロ

ナ
禍
は
継
続
す
る
も
、
関
連

産
業
の
回
復
が
加
速
す
る
に

と
も
な
っ
て
Ｆ
Ａ
市
場
も
拡

大
。
半
導
体
な
ど
部
品
不
足

は
22
年
度
に
も
影
響
継
続
す

る
と
想
定
し
て
い
る
。
輸
出

は
す
べ
て
の
仕
向
地
で
回
復

し
、
特
に
欧
米
の
回
復
が
顕

著
に
表
れ
て
い
る
と
し
た
。

化
学
プ
ラ
ン
ト
Ａ
Ｉ
自
律
制
御

世
界
初 

35
日
連
続
成
功

横
河
電
機
と
Ｊ
Ｓ
Ｒ
共
同
実
験

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
2022
年
度
出
荷
見
通
し

制御した箇所と成果

　
横
河
電
機
と
Ｊ
Ｓ
Ｒ
は
、

共
同
実
証
実
験
を
通
じ
て
、

世
界
で
初
め
て
Ａ
Ｉ
に
よ
る

自
律
制
御
で
化
学
プ
ラ
ン
ト

を
35
日
間
、
連
続
で
制
御
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
実
際
の
プ
ラ
ン
ト
で

「
強
化
学
習
Ａ
Ｉ
が
安
全
に

適
用
で
き
る
」
こ
と
と
、
既

存
の
制
御
手
法
（
Ｐ
Ｉ
Ｄ
制

御
・
Ａ
Ｐ
Ｃ
）
が
適
応
で
き

な
い
領
域
、
運
転
員
が
制
御

で
使
用
す
る
バ
ル
ブ
の
操
作

量
を
自
ら
考
え
て
入
力
す
る

「
手
動
制
御
の
み
で
し
か
対

応
で
き
な
か
っ
た
箇
所
」
を

Ａ
Ｉ
が
制
御
で
き
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
プ
ロ
セ
ス
産
業
の
制
御

は
、
化
学
反
応
を
と
も
な
い

極
め
て
高
い
信
頼
性
が
求
め

ら
れ
る
が
、
実
証
実
験
で
は

蒸
留
塔
の
留
出
物
の
品
質
や

液
面
レ
ベ
ル
を
適
切
な
状
態

に
保
ち
、
か
つ
排
熱
を
熱
源

と
し
て
最
大
限
に
活
用
す
る

と
い
う
複
雑
な
条
件
を
Ａ
Ｉ

が
満
た
し
、
品
質
の
安
定

化
、
高
収
量
、
省
エ
ネ
制
御

を
実
現
。
「
急
激
な
外
気
温

の
変
化
」
が
制
御
の
状
態
を

乱
す
大
き
な
「
外
的
要
因

（
外
乱
）
」
だ
っ
た
が
、
降

雨
や
降
雪
の
環
境
下
で
も
精

製
さ
れ
た
製
品
は
品
質
基
準

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
、
す

で
に
出
荷
済
み
と
な
っ
て
い

る
。
良
品
の
み
が
生
産
が
で

き
、
規
格
外
品
が
発
生
す
る

こ
と
に
よ
る
燃
料
や
人
件
費

等
の
損
失
、
時
間
的
損
失
も

な
く
す
こ
と
が
で
き
た
と
し

て
い
る
。

　
操
業
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
は
、
①
プ
ラ
ン
ト
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
で
Ａ
Ｉ
制
御
モ
デ
ル

を
生
成
、
②
Ａ
Ｉ
制
御
モ
デ

ル
の
妥
当
性
を
総
合
的
に
評

価
、
③
安
全
を
確
保
し
た
う

え
で
実
プ
ラ
ン
ト
制
御
の
３

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
実
施
。

②
の
総
合
評
価
で
は
、
過
去

の
運
転
デ
ー
タ
を
与
え
て
安

定
稼
働
、
異
常
時
の
制
御
の

様
子
を
確
認
し
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
操
業
デ
ー
タ
を
与
え
て

の
安
定
稼
働
と
精
製
さ
れ
た

製
品
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
、
Ｆ

Ｋ
Ｄ
Ｐ
Ｐ
の
制
御
方
法
に
対

す
る
熟
練
の
運
転
員
の
納
得

を
経
た
上
で
評
価
し
た
。
③

の
実
プ
ラ
ン
ト
で
の
制
御

も
、
既
存
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

な
ど
の
各
種
安
全
機
能
で
安

全
を
確
保
し
、
統
合
生
産
制

御
シ
ス
テ
ム
と
統
合
し
て
プ

ラ
ン
ト
創
業
に
組
み
込
み
、

運
用
面
で
の
安
全
も
確
保
し

た
上
で
行
っ
た
。

　
今
回
、
制
御
で
使
っ
た
Ａ

Ｉ
は
、
２
０
１
８
年
に
横
河

電
機
と
奈
良
先
端
科
学
技
術

大
学
院
大
学
（
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
）
が
共
同
開
発
し
、
Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
国
際
学
会
で
「
プ
ラ
ン

ト
へ
活
用
可
能
な
強
化
学
習

技
術
」
と
し
て
世
界
で
初
め

て
認
め
ら
れ
た
Ｆ
Ｋ
Ｄ
Ｐ
Ｐ

と
い
う
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
。
既

存
の
制
御
手
法
で
は
自
動
化

で
き
な
か
っ
た
箇
所
に
適
用

で
き
、
「
品
質
と
省
エ
ネ
の

両
立
」
と
い
っ
た
相
互
干
渉

し
て
実
現
が
難
し
く
な
る
目

標
に
も
対
応
で
き
る
強
み
が

あ
る
。
デ
モ
機
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
で
の
実
験
を
通
じ
て
理

論
か
ら
実
用
に
範
囲
を
広

げ
、
今
回
、
実
際
の
プ
ラ
ン

ト
で
の
実
運
用
に
成
功
し

た
。

　
今
後
、
Ａ
Ｉ
自
律
制
御
に

興
味
を
持
つ
プ
ラ
ン
ト
を
募

集
し
て
共
創
を
強
化
す
る
ほ

か
、
プ
ラ
ン
ト
自
律
化
の
た

め
の
製
品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
早
期
提
供
を
目
指
す
。

ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見
本
市

大
阪
・
４
月
８
、９
日

東
京
・
４
月
22
、23
日

約
260
社
参
加
し
開
催

　
「
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見

本
市
　
２
０
２
２
」
（
主
催

＝
ジ
ャ
ン
ボ
び
っ
く
り
見
本

市
協
催
委
員
会
）
が
、
４
月

８
、
９
日
に
イ
ン
テ
ッ
ク
ス

大
阪
で
、
４
月
22
、
23
日
に

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
る
。

　
今
回
で
48
回
目
を
迎
え
る

同
展
は
、
電
設
業
界
最
大
規

模
の
見
本
市
と
展
示
即
売

会
。
『
春
の
祭
展
　
魅
せ
ま

す
未
来
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る

新
時
代
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
電
気

設
備
、
工
具
、
施
行
技
術
、

Ｆ
Ａ
な
ど
の
企
業
約
２
６
０

社
が
一
堂
に
集
結
し
、
電
設

資
材
、
照
明
、
工
具
、
電
子

・
制
御
、
情
報
・
通
信
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
、
空
調
・
住
宅

設
備
な
ど
幅
広
い
分
野
で
展

示
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
で
20
年
は
、大
阪
、

東
京
と
も
開
催
を
中
止
し
、

21
年
は
大
阪
の
み
開
催
し

た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
も

よ
う
や
く
収
束
の
気
配
が
見

え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
感
染

防
止
対
策
を
万
全
に
行
い
な

が
ら
３
年
ぶ
り
に
大
阪
と
東

京
の
２
会
場
で
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
特
設
の
テ
ー
マ
ゾ

ー
ン
で
は
、
『
ま
る
ご
と
未

来
都
市
〜
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

構
想
の
実
現
に
向
け
て
〜
』

を
テ
ー
マ
に
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ
５
・
０
を
先
行
的
に
体

現
す
る
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

構
想
」
に
着
目
し
、
新
た
な

価
値
を
発
信
す
る
。

　
さ
ら
に
、
テ
ク
ニ
カ
ル
セ

ミ
ナ
ー
を
大
阪
（
８
日
）
と

東
京（
22
日
）で
開
催
す
る
。

　
大
阪
で
は
、
木
村
鐘
太
桃

山
学
院
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ

イ
ン
学
部
准
教
授
が
「
デ
ジ

タ
ル
技
術
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど

の
よ
う
に
変
革
す
る
か
」

で
、
東
京
で
は
朴
英
元
埼
玉

大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科

教
授
兼
東
京
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
附
属
経
営
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授

が
「
「
Ｄ
Ｘ
時
代
の
も
の
づ

く
り
戦
略
」で
、そ
れ
ぞ
れ
講

演
す
る
。
時
間
は
両
会
場
と

も
、13
時
30
分
〜
15
時
。事
前

の
参
加
申
し
込
み
が
必
要
。

　
そ
の
ほ
か
、
い
ち
お
し
商

品
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
も
開
設
す

る
。

　
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示

会
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
ボ

び
っ
く
り
見
本
市
２
０
２

２
」
も
併
催
で
実
施
す
る
。

　
開
場
時
間
は
両
会
場
共
、

８
、
22
日
が
10
時
〜
18
時
、

９
、
23
日
が
９
時
〜
17
時
。

入
場
無
料
。

ジャンボびっくり見本市の
様子（2021年の大阪会場）



２０２２年（令和４年）３月３０日　　　（2）

待
さ
れ
る
。

　
Ｔ
Ｕ
Ｓ
に
は
、
研
究
開
発

員
約
３
万
人
、
中
国
国
内
拠

点
２
０
０
カ
所
以
上
（
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
）
、
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
12

カ
所
（
欧
州
・
米
国
、
日
本

は
計
画
中
）
が
あ
る
。

ッ
ジ
ア
プ
リ
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｒ
Ａ

Ｐ
Ｐ
」
は
、
エ
ッ
ジ
ア
プ
リ

ー
シ
ョ
ン
認
定
を
取
得
し
、

Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
を
活

用
し
た
軸
受
け
診
断
が
可
能

に
な
り
、
予
兆
保
全
に
向
け

た
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
寄

与
。

　
パ
ト
ラ
イ
ト
の
設
備
ト
ラ

ブ
ル
迅
速
改
善
に
貢
献
す
る

積
層
情
報
表
示
灯
「
Ｌ
Ａ
６

―
５
Ｄ
Ｓ
Ｎ
Ｗ
Ｂ
―
Ｄ
Ｓ
Ｎ

Ｗ
Ｂ
―
Ｐ
Ｏ
Ｅ
」
は
、
エ
コ

シ
ス
テ
ム
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
登
録
で
、
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ

ｏ
ｓ
ｓ
と
連
携
し
た
現
場
状

況
の
リ
モ
ー
ト
監
視
お
よ
び

デ
ー
タ
読
み
出
し
が
可
能
と

な
り
、
製
造
現
場
の
見
え
る

化
に
向
け
た
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ

ｏ
ｓ
ｓ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

強
化
に
寄
与
。

　
功
労
賞
は
日
本
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
で
、
部
会
や
各
Ｗ
Ｇ

等
に
積
極
的
に
参
加
し
提
案

活
動
を
し
た
。

　
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
）
は
、
中

国
の
清
華
大
学
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
Ｔ
Ｕ
Ｓ
（
Ｔ
Ｕ
Ｓ
）

と
、
相
互
協
力
に
関
す
る
覚

書
を
３
月
16
日
締
結
し
た
。

　
Ｔ
Ｕ
Ｓ
は
、
清
華
大
学
発

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
お
よ

び
中
国
全
土
に
広
が
る
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
企
業
へ
の
投
資
と
技
術
指

導
を
担
う
持
ち
株
会
社
。

　
本
覚
書
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ

Ａ
会
員
企
業
の
中
国
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
寄
与
す
る
と
共

に
、
工
業
会
と
し
て
長
期
的

視
点
に
立
っ
て
、
中
国
の
計

測
・
制
御
業
界
と
の
関
係
を

拡
大
発
展
さ
せ
る
の
が
狙

い
。

　
今
後
、
両
団
体
が
人
員
の

相
互
派
遣
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
で
定
期
的
な
情
報
交
換
を

行
い
、
双
方
が
主
催
す
る
技

術
交
流
会
や
テ
ク
ニ
カ
ル
セ

ミ
ナ
ー
で
分
野
別
に
高
い
技

術
を
有
す
る
企
業
と
の
情
報

交
換
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、

展
示
会
や
企
業
訪
問
を
通
じ

て
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
会
員
企
業

と
Ｔ
Ｕ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
企
業
間

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
期

　
横
河
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ

ー
ビ
ス
は
、
大
阪
市
水
道
局

と
と
も
に
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

と
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
運

転
支
援
、
及
び
人
材
育
成
手

法
に
関
す
る
共
同
研
究
」
を

２
０
２
２
年
２
月
か
ら
開
始

し
た
。

　
浄
配
水
施
設
に
お
い
て
、

横
河
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
Ａ
Ｉ
の
技
術
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
違
和
感
検
知
、
運
転

支
援
、
部
分
的
な
自
律
化
の

効
果
の
検
証
と
評
価
を
行

う
。
ま
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を

用
い
た
効
果
的
な
人
材
育
成

手
法
の
確
立
を
目
指
す
。

　
大
阪
市
水
道
局
で
は
、
事

故
発
生
な
ど
に
対
す
る
即
応

性
の
向
上
を
目
指
し
、
浄
配

水
施
設
の
運
転
監
視
を
一
元

化
で
き
る
集
中
管
理
体
制
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
集
中
管
理
は
よ
り

高
度
な
ス
キ
ル
が
運
転
員
に

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
異
常
の
早
期
検
知
な
ど

運
転
員
へ
の
支
援
が
よ
り
効

果
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

運
転
員
一
人
ひ
と
り
の
ス
キ

ル
を
早
期
に
高
め
る
育
成
手

法
の
確
立
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
。

　
今
回
開
始
し
た
共
同
研
究

で
は
、
横
河
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
技
術
と
、
実
際
の
プ

ロ
セ
ス
デ
ー
タ
、
分
析
デ
ー

タ
、
原
水
の
解
析
デ
ー
タ
、

設
備
情
報
な
ど
を
用
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
と
呼
ば
れ

る
仮
想
プ
ラ
ン
ト
を
構
築
。

こ
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
と
実

際
の
プ
ラ
ン
ト
の
デ
ー
タ
と

の
比
較
を
行
い
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
精
度
を
高
め
、

実
際
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
な

ど
に
連
動
し
て
事
前
に
Ａ
Ｉ

に
よ
っ
て
違
和
感
の
検
知
が

で
き
る
か
を
検
証
。
さ
ら
に

違
和
感
検
知
後
の
重
要
指
標

の
予
測
や
適
切
な
運
転
指
示

が
で
き
る
か
、
部
分
的
な
自

律
化
が
可
能
か
を
検
証
し
て

い
く
。
ま
た
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
機
能
を
用
い

た
効
果
的
な
人
材
育
成
手
法

の
確
立
に
も
取
り
組
む
。
共

同
研
究
を
24
年
３
月
末
ま
で

行
う
。

人
事
異
動

　
三
菱
電
機　（

４
月
１
日
付
）

【
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
】

　
▽
役
員
技
監（
開
発
本
部

情
報
技
術
総
合
研
究
所
長
）

楠
和
浩
▽
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
業

務
部
長
兼
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
部
長（
機
器
事
業
部
機
器

計
画
部
長
兼
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）西
本

久
浩
▽
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
技
術

部
長（
名
古
屋
製
作
所
新
城

工
場
長
）秋
田
裕
之
▽
産
業

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
部
長

（
産
業
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
事

業
部
副
事
業
部
長
）田
代
勝

▽
Ｆ
Ａ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長（
名

古
屋
製
作
所
Ｈ
Ｍ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
部
長
）大
西
厚
子
▽
産
業

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
作
所
副

所
長（
産
業
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
製
作
所
放
電
製
造
部
長
）

和
田
光
悦

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス

　（
４
月
１
日
付
）

　
▽
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推

進
部
長（
経
営
管
理
部
長
兼

カ
イ
ゼ
ン
推
進
室
長
）執
行

役
員
管
理
本
部
長
玉
木
克
也

▽
理
事
福
岡
支
店
長
喜
多
村

修
寛
▽
同
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｓ
Ｃ

Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
長
兼

欧
米
地
域
統
括
部
長
犬
飼
勉

▽
同
営
業
本
部
付
部
長
兼
サ

ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
ホ
ン
コ
ン
董

事
長
総
経
理
兼
サ
ン
ワ
テ
ク

ノ
ス
深
圳
董
事
兼
サ
ン
ワ
テ

ク
ノ
ス
ベ
ト
ナ
ム
会
長
西
野

亘
▽
同
情
報
シ
ス
テ
ム
部
長

森
田
健
太
郎
▽
経
営
戦
略
室

部
長（
名
古
屋
支
社
第
一
営

業
部
兼
名
古
屋
支
社
営
業
推

進
部
長
）理
事
尾
田
茂
樹

　
▽
管
理
本
部
付
部
長
兼
関

東
支
社
営
業
管
理
部
長
兼
営

業
支
援
担
当
部
長（
管
理
本

部
付
副
部
長
兼
関
東
支
社
営

業
管
理
部
副
部
長
）村
田
充

▽
名
古
屋
支
社
第
一
営
業
部

長
兼
名
古
屋
支
社
営
業
推
進

部
長（
関
西
支
社
京
都
支
店

長
）吉
冨
一
展
▽
関
西
支
社

京
都
支
店
長（
関
西
支
社
京

都
支
店
副
支
店
長
）樋
口
大

助
▽
名
古
屋
支
社
常
駐
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
専
任
部
長

龍
首
明
男
▽
経
営
管
理
部
長

（
経
営
管
理
部
副
部
長
）竹
平

典
之
▽
法
務
部
長
兼
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
部
長（
総

務
部
副
部
長
）北
西
慶
一

　（
６
月
24
日
付
）

　
▽
兼
代
表
取
締
役
会
長
代

表
取
締
役
社
長
社
長
執
行
役

員
田
中
裕
之
▽
代
表
取
締
役

専
務
執
行
役
員（
取
締
役
上

席
執
行
役
員
）松
尾
晶
広
▽

相
談
役
（
代
表
取
締
役
会

長
）
山
本
勢
▽
常
務
執
行
役

員（
上
席
執
行
役
員
）取
締
役

営
業
本
部
機
電
部
門
長
兼
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
担
当
▽

上
席
執
行
役
員
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
事
業
担
当（
執
行
役

員
）取
締
役
関
東
支
社
長
平

野
隆
士
▽
取
締
役
執
行
役
員

名
古
屋
支
社
長
兼
名
古
屋
支

社
管
理
部
長
越
後
洋
一
▽
社

外
取
締
役
坂
本
敦
子
▽
同
監

査
等
委
員
補
欠
山
口
章
▽
執

行
役
員（
理
事
）ラ
イ
フ
・
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
推
進
部
長
兼
総

務
部
長
的
場
孝
成
▽
同
車
載

営
業
部
長
遊
佐
浩
司

　
▽
顧
問（
取
締
役
専
務
執

行
役
員
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

事
業
担
当
）三
根
省
一
郎
▽

退
任（
社
外
取
締
役
）青
木
眞

德
▽
名
誉
相
談
役（
相
談
役
）

山
田
益
二
郎

Edgecrossアワード

大賞は立花エレテック
　
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
第
３
回
「
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
ア

ワ
ー
ド
」
の
受
賞
者
を
決
定
し
た
。
同
ア
ワ
ー
ド
は
、
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
の
普
及

推
進
に
貢
献
し
た
企
業
等
を
表
彰
す
る
制
度
。

ク
ラ
ウ
ド
活
用
し
業
務
可
視
化

　
大
賞
は
立
花
エ
レ
テ
ッ
ク

で
、
海
外
か
ら
の
リ
モ
ー
ト

監
視
も
視
野
に
入
れ
た
Ｅ
ｄ

ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
と
ク
ラ
ウ

ド
を
活
用
し
た
可
視
化
シ
ス

テ
ム
と
現
場
で
デ
ー
タ
確
認

が
で
き
る
ア
ン
ド
ン
シ
ス
テ

ム
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
Ｅ

ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
の
利
点

で
あ
る
デ
ー
タ
収
集
内
容
の

変
更
の
容
易
性
も
実
証
し
、

Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
活
用
の
幅
を

広
げ
た
。

　
優
秀
事
例
賞
は
Ｈ
Ｃ
Ｉ

で
、
Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ

を
活
用
し
た
複
数
拠
点
の
デ

ー
タ
統
合
シ
ス
テ
ム
と
、
工

作
機
械
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集

シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
た
。

　
優
秀
認
定
・
登
録
製
品
賞

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｎ
と
パ
ト
ラ
イ

ト
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｎ
の
軸
受
け
診
断
エ

大賞の立花エレテック「Edgecrossを活用によるDX化推進」事例

Ｔ
Ｕ
Ｓ
清
華
大
学
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク

と
相
互
協
力

　
中
国
・
計
測
業
界
に
接
点

JEMIMA

　
「
戦
争
論
」
の
著
者
の
ク
ラ

ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
戦
争
と
い

う
も
の
は
机
上
で
幾
ら
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も
現
実
の
戦

場
に
立
て
ば
ま
っ
た
く
別
物
に

な
る
と
言
う
。
戦
場
に
つ
き
も

の
の
数
々
の
困
難
が
多
発
し
、

偶
然
と
い
う
現
像
も
重
な
っ
て

思
い
も
寄
ら
な
い
こ
と
が
次
々

と
起
き
る
だ
と
言
う
。
そ
し
て

こ
の
妨
害
的
要
素
と
な
る
摩
擦

を
緩
和
す
る
に
は
軍
隊
が
戦
争

に
慣
熟
す
る
し
か
な
い
と
結
論

す
る
。
し
か
し
慣
れ
る
に
し
て

も
戦
争
が
至
る
所
に
あ
る
わ
け

が
な
い
。

　
そ
こ
で
平
時
に
演
習
を
す
る

必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
演
習

は
実
際
の
戦
場
と
は
比
べ
も
の

に
は
な
ら
な
い
が
演
習
の
目
的

に
よ
っ
て
は
良
い
経
験
に
な

る
。
そ
の
演
習
と
は
技
巧
的
な

熟
練
を
目
的
と
す
る
鍛
錬
で
は

な
く
、
戦
場
で
起
こ
る
実
際
の

妨
害
的
要
素
の
一
部
を
実
現
し

て
見
せ
る
の
が
目
的
だ
と
言

う
。

　
さ
ら
に
、
戦
場
で
数
々
の
摩

擦
を
経
験
し
て
き
た
将
校
は
心

構
え
が
十
分
で
き
て
い
る
か

ら
、
彼
の
下
で
演
習
を
す
れ
ば

偶
然
に
起
き
る
妨
害
的
摩
擦
に

出
合
っ
て
も
混
乱
は
防
げ
る
と

述
べ
て
い
る
。
営
業
の
現
場
で

も
営
業
に
つ
き
も
の
の
さ
ま
ざ

ま
な
摩
擦
に
出
合
う
。

　
営
業
の
場
合
に
活
動
自
体
を

平
時
と
有
事
に
分
け
て
見
る
必

要
が
あ
る
。
平
時
つ
ま
り
日
常

の
ル
ー
テ
ィ
ン
の
中
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
妨
害
的
摩
擦
が
派
生
す

る
。
納
期
遅
延
、
品
質
ク
レ
ー

ム
、
価
格
改
定
、
上
司
等
か
ら

の
突
然
の
命
令
、
自
分
の
ミ

ス
、
客
先
の
ミ
ス
、
営
業
ツ
ー

ル
の
故
障
等
々
の
妨
害
的
摩
擦

は
至
る
所
で
発
生
す
る
。

　
新
人
の
販
売
員
が
先
輩
に

「
営
業
に
慣
れ
た
か
」
と
聞
か

れ
る
の
は
い
ろ
い
ろ
な
妨
害
的

摩
擦
に
出
合
っ
て
、
一
応
の
対

処
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
平
時
の
営
業
活

動
は
販
売
員
が
担
当
顧
客
を
持

つ
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
妨
害
的

摩
擦
の
訓
練
に
な
る
。
毎
日
が

訓
練
の
場
で
あ
る
か
ら
偶
然
に

起
こ
る
妨
害
的
摩
擦
へ
の
対
処

の
仕
方
も
長
年
営
業
活
動
し
て

い
れ
ば
う
ま
く
な
る
。
し
か
し

日
常
の
ル
ー
テ
ィ
ン
か
ら
派
生

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
処
理
が

う
ま
く
な
っ
て
も
営
業
力
が
あ

る
と
は
言
い
難
い
。
ス
ポ
ー
ツ

に
例
え
る
な
ら
練
習
試
合
に
は

強
い
が
本
番
に
は
ま
だ
ま
だ
と

言
え
る
の
だ
。

　
有
事
の
営
業
活
動
と
は
新
し

い
需
要
を
掘
り
起
こ
す
活
動
に

な
る
。
こ
の
活
動
は
①
商
品
の

売
り
込
み
活
動
と
②
新
規
客
先

の
開
拓
活
動
に
分
け
ら
れ
る
。

　
①
の
時
に
も
摩
擦
は
あ
る
。

例
え
ば
売
り
込
み
説
明
後
の
質

問
で
「
こ
の
商
品
は
ど
の
よ
う

な
背
景
で
開
発
さ
れ
た
の
か
」

と
問
わ
れ
て
適
当
に
自
分
の
考

え
で
答
え
て
し
ま
い
、
さ
ら
な

る
質
問
に
バ
タ
バ
タ
し
て
し
ま

い
、
結
局
相
手
に
見
抜
か
れ
て

印
象
を
悪
く
す
る
よ
う
な
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
商
品
の
性
質

上
、
電
気
用
語
を
交
え
て
技
術

者
が
問
い
か
け
て
く
る
。
商
品

に
関
す
る
技
術
的
用
語
は
前
も

っ
て
勉
強
し
て
い
る
が
、
電
気

の
基
礎
に
弱
い
販
売
員
は
相
手

の
言
い
た
い
こ
と
や
真
意
を
と

ら
え
そ
こ
ね
て
、
売
り
込
み
の

ポ
イ
ン
ト
が
ず
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
類
い

の
や
り
取
り
は
、
長
年
の
間
、

売
り
込
み
の
現
場
に
い
た
ベ
テ

ラ
ン
の
販
売
員
が
実
際
経
験
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
摩
擦
を
想
定
し

て
研
修
を
実
施
す
れ
ば
い
い
。

　
②
の
新
規
開
拓
時
に
起
き
る

妨
害
的
摩
擦
は
「
不
安
だ
」

「
嫌
い
だ
」
「
怖
い
」
と
言
う

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
と
関
係
す

る
。
こ
の
様
な
感
情
を
つ
か
さ

ど
る
脳
の
部
位
は
二
カ
所
あ
る

と
言
う
。
一
カ
所
目
は
生
き
る

た
め
に
発
達
し
た
脳
の
部
位
で

本
能
的
に
瞬
時
に
反
応
す
る
感

情
で
あ
る
。

　
二
カ
所
目
は
人
間
ら
し
く
物

事
を
合
理
的
に
判
断
し
て
反
応

す
る
感
情
で
あ
る
。
新
規
開
拓

時
の
面
談
で
は
不
安
に
な
っ
た

り
、
嫌
が
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
感
情
が
先
走
っ
て
相

手
の
反
応
を
誤
解
す
る
。
そ
こ

で
あ
せ
り
が
出
て
本
能
的
感
情

が
必
死
で
自
己
防
衛
す
る
。
口

数
が
多
く
な
る
か
、
あ
る
い
は

退
散
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
で
あ
る
不

安
を
払
拭
す
る
こ
と
が
妨
害
的

摩
擦
へ
の
対
処
で
あ
る
。

　
不
安
を
払
拭
す
る
に
は
あ
い

さ
つ
に
類
す
る
会
話
が
有
効

だ
。
こ
れ
を
で
き
る
だ
け
長
く

や
る
。
名
刺
を
話
題
に
す
れ
ば

相
手
も
話
す
か
ら
第
二
の
感
情

の
部
位
が
働
く
時
間
を
稼
い
で

く
れ
る
。
名
刺
に
限
ら
ず
観
察

力
か
ら
派
生
す
る
話
題
も
有
効

な
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。

至
る
所
で
発
生
す
る
妨
害
的
摩
擦

あ
い
さ
つ
の
会
話
で
不
安
を
払
拭

�

横
河
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

大
阪
市
水
道
局
と
共
同
研
究

浄
・
配
水
の
運
転
支
援

　
不
二
電
機
工
業
の
２
０
２

２
年
１
月
期
決
算
は
、
売
上

高
が
37
億
２
１
０
０
万
円
で

前
年
度
比
１
・
７
％
増
、
営

業
利
益
２
億
２
９
０
０
万
円

で
同
20
・
２
％
減
、
経
常
利

益
２
億
７
４
０
０
万
円
で
同

10
・
６
％
減
、
当
期
純
利
益

１
億
９
１
０
０
万
円
で
同
６

・
９
％
減
と
な
っ
た
。

　
製
品
別
で
は
、
制
御
用
開

閉
器
は
鉄
道
車
両
用
各
種
ス

イ
ッ
チ
が
低
調
に
推
移
し
た

ほ
か
、
主
力
の
カ
ム
ス
イ
ッ

チ
も
減
少
し
、
売
上
高
９
億

７
４
０
０
万
円（
前
年
同
期

比
10
・
０
％
減
）、
接
続
機

器
は
主
力
の
汎
用
端
子
台
が

好
調
に
推
移
し
た
ほ
か
、
試

験
用
端
子
や
コ
ネ
ク
タ
端
子

台
が
増
加
し
、
売
上
高
15
億

１
６
０
０
万
円（
同
７
・
３

％
増
）、
表
示
灯
・
表
示
器

は
鉄
道
車
両
用
表
示
灯
が
減

少
し
た
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
表
示

灯
や
集
合
表
示
灯
が
増
加
し

た
こ
と
か
ら
売
上
高
４
億
７

７
０
０
万
円（
同
１
・
０
％

増
）、
電
子
応
用
機
器
は
テ

レ
フ
ォ
ン
リ
レ
ー
や
Ｉ
／
Ｏ

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
増
加
し
た
こ

と
か
ら
売
上
高
５
億
５
１
０

０
万
円（
同
２
・
６
％
増
）、

仕
入
れ
販
売
等
は
太
陽
光
発

電
向
け
設
備
の
増
加
で
売
上

高
は
１
億
８
４
０
０
万
円

（
同
27
・
９
％
増
）、
そ
の
他

売
上
高
が
１
７
０
０
万
円
。

　
23
年
１
月
期
は
、
売
上
高

39
億
円（
同
４
・
８
％
増
）、

営
業
利
益
２
億
３
２
０
０
万

円（
同
１
・
５
％
増
）、
経
常

利
益
２
億
５
４
０
０
万
円

（
同
７
・
２
％
減
）、
当
期
純

利
益
１
億
７
６
０
０
万
円

（
同
７
・
５
％
減
）を
見
込
ん

で
い
る
。

　
ロ
ー
ム
は
、
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
サ
ー
バ
ー
、
基
地

局
な
ど
大
電
力
を
必
要
と
す
る

産
業
機
器
の
電
源
回
路
や
、
省

エ
ネ
化
の
ト
レ
ン
ド
に
よ
り
イ

ン
バ
ー
タ
化
が
進
む
エ
ア
コ
ン

な
ど
白
物
家
電
の
モ
ー
タ
駆
動

に
最
適
な
６
０
０
Ｖ
耐
圧
Ｓ
ｕ

ｐ
ｅ
ｒ
Ｊ
ｕ
ｎ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
「
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ

ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
」
と
し
て
、
「
Ｒ
60

ｘ
ｘ
Ｖ
Ｎ
ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
を
新

た
に
７
機
種
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

た
。

　
２
０
２
２
年
１
月
か
ら
当
面

月
産
10
万
個
の
体
制
で
量
産
を

開
始
し
た
。
サ
ン
プ
ル
価
格

は
１
個
９
０
０
円
。

　
新
シ
リ
ー
ズ
は
、
業
界
最

速
の
逆
回
復
時
間
を
実
現
し

た
ま
ま
、
そ
の
背
反
要
因
に

あ
た
る
オ
ン
抵
抗
を
同
等
一

般
品
と
比
較
し
て
最
大
20
％

低
減
し
て
い
る
。

　
逆
回
復
時
間
は
、
従
来
品

で
達
成
済
み
の
業
界
最
速
１

０
５
ｎ
ｓ
（
ナ
ノ
秒
）
を
継

承
し
て
お
り
、
同
等
一
般
品

と
比
べ
て
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
時

の
電
力
損
失
を
約
17
％
低
減

で
き
る
。

名
古
屋
営
業
所
移
転

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

ー
は
、
名
古
屋
営
業
所
を
４

月
18
日
か
ら
移
転
す
る
。

不
二
電
機
工
業 

22
年
１
月
期

増
収
減
益 

接
続
機
器
は

堅
調
拡
大

　
新
住
所
、
連
絡
先
は
次
の

通
り
。

　
▽
住
所
＝
名
古
屋
市
名
東

区
上
社
１
―
１
８
０
２
、
Ｓ

Ｔ
―
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
上
社
４
Ｆ

（
〒
４
６
５
―
０
０
２
５
）

　
▽
電
話
＝
０
５
２
―
７
４

７
―
５
８
０
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝

０
５
２
―
７
４
７
―
５
８
０

７

ローム　600V耐圧MOSFET

産業機器な　
　ど低消費電力化
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全
工
程
の
中
で
、

最
も
遅
い
工
程
の
速
さ
で
し
か

モ
ノ
づ
く
り
は
で
き
な
い
。

生
産
性
向
上
の

急
所

急所56

ト
ル
の
水
流
を
仕
事
に
例
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
工
程
を
４

つ
に
分
け
て
み
る
と
、
写
真

で
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
一

番
径
が
小
さ
い
４
工
程
の
量

し
か
流
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
場

合
、
１
工
程
か
ら
３
工
程
ま

で
の
径
は
広
げ
て
も
意
味
が

な
い
の
で
す
。
最
も
遅
く
て

　
工
場
で
改
善
を
す
る
時
、

目
の
前
の
工
程
の
改
善
に
集

中
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大

切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

渋
滞
の
原
因
に
な
っ
て
い
る

部
分
を
解
消
し
な
い
限
り
、

全
体
の
生
産
性
は
決
し
て
向

上
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と

い
う
言
葉
の
意
味
が
よ
く
分

か
り
ま
す
ね
。

　
こ
の
問
題
の
発
見
の
た
め

に
は
、
部
分
だ
け
を
見
て
い

な
い
で
、
全
工
程
を
歩
い
て

み
て
回
り
、
実
際
の
生
産
数

を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
で

す
。
ど
う
ぞ
現
場
で
モ
ノ
づ

く
り
の
流
れ
を
意
識
し
て
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
を
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
改
善
の
優
先
順

位
が
見
え
て
く
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
と
し

て
、
こ
の
工
程
の
改
善
が
全

体
の
モ
ノ
づ
く
り
の
流
れ
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
か
を
考
え
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　
生
産
性
を
上
げ
る
た
め

に
、
各
工
程
の
担
当
者
が
苦

労
し
て
日
夜
改
善
を
行
っ
て

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
生
産
性
を
本
当
に
向

上
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
全

工
程
の
中
で
最
も
生
産
速
度

が
遅
い
工
程
に
集
中
し
て
、

ま
さ
に
全
社
員
で
知
恵
を
絞

っ
て
改
善
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。
モ
ノ
づ
く
り
は
、
最

も
生
産
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
工

程
の
速
さ
で
し
か
生
産
で
き

な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で

す
。

　
も
し
１
日
に
50
個
し
か
造

れ
な
い
工
程
が
あ
れ
ば
、
ほ

か
の
工
程
で
１
日
に
１
０
０

０
個
造
れ
る
能
力
が
あ
っ
て

も
機
械
を
止
め
て
お
く
し
か

な
く
な
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

ナ
）
を
扱
う
こ
と
が
で
き
、

倉
庫
で
の
大
き
な
ア
イ
テ
ム

の
管
理
が
可
能
に
な
る
。
靴

な
ど
の
フ
ッ
ト
ウ
エ
ア
や
半

導
体
基
板
を
扱
う
企
業
向
け

に
最
適
。

　
Ｂ
ｉ
ｎ
　
Ｌ
ｉ
ｆ
ｔ
２
・

０
は
、
多
層
階
倉
庫
に
お
け

る
ビ
ン
の
到
達
範
囲
の
拡
張

を
実
現
し
、
別
の
フ
ロ
ア
か

ら
の
オ
ー
ダ
ー
ピ
ッ
キ
ン
グ

が
可
能
と
な
り
、
柔
軟
な
倉

庫
レ
イ
ア
ウ
ト
を
実
現
。
ま

た
２
つ
の
独
立
し
た
グ
リ
ッ

ド
間
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
接
続

し
、
多
階
層
倉
庫
を
持
つ
顧

客
が
既
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

お
け
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
最

適
化
を
新
し
い
ビ
ン
の
拡
張

性
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。

倉
庫
ロ
ボ
と
垂

直
リ
フ
ト
発
売

オ
ー
ト
ス
ト
ア

　
オ
ー
ト
ス
ト
ア
シ
ス
テ
ム

は
、
倉
庫
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
５

＋
」
＝
写
真
下
＝
と
垂
直
リ

フ
ト
「
Ｂ
ｉ
ｎ
　
Ｌ
ｉ
ｆ
ｔ

２
・
０
」
＝
写
真
左
＝
を
発

売
し
た
。

　
Ｒ
５
＋
は
、
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｓ

ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
シ
ス
テ
ム
の
中
で

最
も
背
の
高
い
４
２
５
㍉
㍍

ま
で
の
ビ
ン
（
専
用
コ
ン
テ

ソ
フ
ト
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

新
バ
ー
ジ
ョ
ン
リ
リ
ー
ス

評
価
版
ラ
イ
セ
ン
ス
無
償
提
供

モベンシス
　
モ
ベ
ン
シ
ス
（
旧
ソ
フ
ト

サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
ズ
）
は
、

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
不
要
の
モ
ー

シ
ョ
ン
制
御
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
と
な
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

「
Ｗ
Ｍ
Ｘ
３
」
の
最
新
バ
ー

ジ
ョ
ン
と
し
て
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
解
析
能
力
を
向

上
さ
せ
た
「
Ｖ
３
・
５
」
を

リ
リ
ー
ス
し
た
。

　
同
製
品
は
、
自
社
開
発
の

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

各
種
デ
ー
タ
の
見
え
る
化
を

実
現
し
、
通
信
異
常
時
や
解

析
時
に
素
早
く
必
要
な
デ
ー

タ
を
取
得
す
る
こ
と
が
可

能
。
新
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

「
Ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ

ｅ
」
を
搭
載
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
測
定
（
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
）
、
デ
ジ
タ
ル
Ｉ
／
Ｏ

お
よ
び
２
Ｄ
軌
道
解
析
に
使

用
さ
れ
る
チ
ャ
ー
ト
分
析
が

で
き
る
。
チ
ャ
ー
ト
タ
イ
プ

は
、
１
Ｄ
、
２
Ｄ
、
Ｉ
Ｏ
の

３
種
類
か
ら
の
選
択
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
１
Ｄ
で
は
16

個
、
２
Ｄ
で
は
２
個
、
Ｉ
Ｏ

で
は
16
個
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

設
定
で
き
、
最
大
８
軸
の
デ

ー
タ
を
記
録
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
メ
モ
リ
ロ
グ
機
能
を

拡
張
し
、
サ
イ
ク
リ
ッ
ク
通

信
（
Ｐ
Ｄ
Ｏ
）
デ
ー
タ
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
収
集
可
能
。

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
に
は
一

定
周
期
で
デ
ー
タ
送
受
信
を

実
行
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｏ
と
任
意
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
デ
ー
タ
送
受

信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
通
信

（
Ｓ
Ｄ
Ｏ
）
が
あ
り
、
こ
の

う
ち
Ｐ
Ｄ
Ｏ
デ
ー
タ
を
取
得

し
、
ス
レ
ー
ブ
の
Ｉ
Ｄ
、
Ｐ

Ｄ
Ｏ
デ
ー
タ
の
タ
イ
プ
、
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
、
サ
ブ
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
を
記
録
。
任
意
の
マ

ス
タ
ー
や
ス
レ
ー
ブ
か
ら
必

要
な
Ｐ
Ｄ
Ｏ
デ
ー
タ
を
取
り

出
す
こ
と
が
で
き
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
時
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
品
質
向
上
に
貢

献
す
る
。

　
現
在
、
90
日
間
利
用
可
能

な
Ｗ
Ｍ
Ｘ
３
の
評
価
版
ラ
イ

セ
ン
ス
を
無
償
で
提
供
し
て

い
る
。

大
容
量
伝
送
に
対
応

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
コ
ン
ボ
モ
ジ
ュ
ー
ル

サイレックス
　
サ
イ
レ
ッ
ク
ス
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
は
、
産
業
用
途
で
求

め
ら
れ
る
広
い
温
度
範
囲
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
主
力
製
品
、

低
消
費
電
力
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
モ

ジ
ュ
ー
ル
「
Ｓ
Ｘ
―
Ｓ
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
」
に
、
Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
８
０
２
・
11
ａ
ｃ
／
ａ

／
ｂ
／
ｇ
／
ｎ
と
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ

ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
（
Ｒ
）
５
・
２

Ｂ
Ｒ
／
Ｅ
Ｄ
Ｒ
／
Ｌ
Ｅ
（
Ｃ

ｌ
ａ
ｓ
ｓ
２
）
に
対
応
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
タ
イ
プ
の
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
コ
ン
ボ
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
Ｓ
Ｘ
―
Ｓ
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｃ
―
２

５
３
２
Ｓ
＋
」
を
発
売
開
始

し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
各
国
の
無
線
認
証
を

取
得
済
み
。
対
応
す
る
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
ド
ラ
イ
バ
と
合
わ
せ

て
使
う
こ
と
で
製
品
の
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
化
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
最
新
セ
キ
ュ

ワ
ー
ク
で
も
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を

導
入
で
き
、
医
療
・
ヘ
ル
ス

ケ
ア
機
器
、
産
業
機
械
、
テ

レ
メ
ト
リ
機
器
、
オ
フ
ィ
ス

機
器
な
ど
大
容
量
の
デ
ー
タ

を
高
速
か
つ
セ
キ
ュ
ア
に
通

信
す
る
シ
ス
テ
ム
に
適
し
て

製
品
を
大
幅
強
化

手
の
ひ
ら

サ
イ
ズ

超
小
型
タ
イ
プ
登
場

　
超
小
型
タ
イ
プ
は
、
ス
ラ

イ
ダ
ー
タ
イ
プ
「
Ｅ
Ｃ
―
Ｓ

Ｌ
３
」
、
ロ
ッ
ド
タ
イ
プ

「
Ｅ
Ｃ
―
Ｇ
Ｄ
Ｓ
３
／
Ｇ
Ｄ

Ｂ
３
」
、
テ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ

「
Ｅ
Ｃ
―
Ｔ
３
」
を
発
売
。

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
手
の

ひ
ら
に
収
ま
る
超
小
型
サ
イ

ズ
な
が
ら
、
モ
ー
タ
と
エ
ン

コ
ー
ダ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を

内
蔵
し
た
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

タ
イ
プ
。
エ
ア
は
不
要
で
、

必
要
部
品
が
全
て
組
み
込
ま

れ
て
い
る
た
め
設
計
が
簡
単

と
な
っ
て
い
る
。
小
型
シ
リ

ン
ダ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
調
整
の

難
し
さ
に
関
し
て
も
、
低
速

か
ら
高
速
ま
で
速
度
は
１
％

か
ら
１
０
０
％
の
数
値
で
誰

で
も
簡
単
に
設
定
可
能
。
寿

命
は
５
０
０
万
回
往
復
で
、

モ
ジ
ュ
ラ
ー
構
造
な
の
で
故

障
の
際
は
本
体
ま
た
は
モ
ー

タ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ユ
ニ
ッ

ト
を
交
換
す
れ
ば
良
く
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
簡
単
と
な
っ

て
い
る
。

　
最
大
速
度
は
２
０
０
㍉
㍍

／
ｓ
、
最
大
押
付
力
は
17
Ｎ

（
Ｅ
Ｃ
―
Ｓ
Ｌ
３
は
16

Ｎ
）
、
最
大
可
搬
質
量
は
水

平
２
㌔
㌘
垂
直
０
・
８
㌔
㌘

（
Ｅ
Ｃ
―
Ｇ
Ｄ
Ｓ
３
／
Ｇ
Ｄ

Ｂ
３
は
０
・
７
㌔
㌘
）
と
な

り
、
生
産
設
備
内
の
搬
送
・

組
み
立
て
や
セ
ッ
ト
・
切
り

出
し
、
挿
入
な
ど
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
最
適
。

　
ロ
ッ
ド
タ
イ
プ
は
、
ダ
ブ

ル
ガ
イ
ド
付
き
エ
レ
シ
リ
ン

ダ
ー
「
Ｅ
Ｃ
―
Ｓ
Ｒ
Ｇ
11
」

と
「
Ｅ
Ｃ
―
Ｓ
Ｒ
Ｇ
15
」
を

発
売
。
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ

で
製
品
幅
１
１
２
㍉
㍍
か
ら

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
全
機
種

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
内
蔵
。
ボ

ー
ル
ブ
ッ
シ
ュ
ガ
イ
ド
が
付

い
て
い
る
た
め
、
リ
フ
タ
ー

や
プ
ッ
シ
ャ
ー
な
ど
搬
送
用

途
に
最
適
と
な
っ
て
い
る
。

　
ス
ト
ッ
パ
ー
シ
リ
ン
ダ
ー

は
、
小
型
タ
イ
プ
と
し
て

「
Ｅ
Ｃ
ー
Ｓ
Ｔ
11
」
「
Ｅ
Ｃ

ー
Ｓ
Ｔ
15
」
を
発
売
。
コ
ン

パ
ク
ト
サ
イ
ズ
で
製
品
幅
１

１
２
㍉
㍍
か
ら
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
、
す
べ
り
ブ
ッ
シ
ュ
構

造
で
ラ
ジ
ア
ル
方
向
の
衝
撃

化
中
に
強
く
、
ス
ト
ッ
パ
用

途
に
最
適
。

　
ス
ラ
イ
ダ
ー
タ
イ
プ
は
、

長
ス
ト
ロ
ー
ク
対
応
品
を
発

売
。
小
型
筐
体
を
維
持
し
な

が
ら
最
大
４
０
０
㍉
㍍
の
長

ス
ト
ロ
ー
ク
化
を
実
現
し
た

「
Ｅ
Ｃ
―
Ｄ
Ｓ
３
□
Ａ
」
や

高
剛
性
で
最
大
１
５
０
０
㍉

㍍
の
長
ス
ト
ロ
ー
ク
、
最
大

可
搬
51
㌔
㌘
の
「
Ｅ
Ｃ
―
Ｄ

Ｓ
７
Ｘ
□
Ａ
Ｈ
」
な
ど
12
機

種
を
追
加
。
全
機
種
デ
ジ
タ

ル
ス
ピ
コ
ン
に
対
応
し
、
数

字
を
入
力
す
る
だ
け
で
動
か

す
こ
と
が
で
き
、
立
ち
上
げ

後
の
調
整
も
簡
単
と
な
っ
て

い
る
。

　
ワ
イ
ド
ス
ラ
イ
ダ
ー
タ
イ

プ
は
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
仕

様
の
４
機
種
を
追
加
。
Ｉ
Ｓ

Ｏ
ク
ラ
ス
２
・
５
／
３
に
対

応
し
、
ク
リ
ー
ン
し
た
て
の

搬
送
に
最
適
。
１
日
８
時
間

使
用
で
か
か
る
電
気
代
は
０

・
９
円
と
省
エ
ネ
。
設
定
は

本
体
上
部
の
キ
ー
シ
ー
ト
だ

け
で
位
置
と
加
速
度
、
速

度
、
減
速
度
の
設
定
や
試
運

転
が
で
き
、
Ｐ
Ｃ
や
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス
に
接
続
せ

ず
に
現
場
で
簡
単
に
作
業
が

で
き
る
。
ま
た
、
長
手
方
向

の
設
置
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ

て
い
る
場
合
に
最
適
な
モ
ー

タ
ー
折
り
返
し
タ
イ
プ
４
機

種
も
追
加
し
た
。

ＩＡＩ「エレシリンダー」

絶
縁
型
Ｄ
Ｃ
―
Ｄ
Ｃ
コ
ン
バ
ー
タ

1.5
Ｗ
、３
Ｗ
モ
デ
ル
追
加

ＴＤＫラムダ

高
信
頼
、堅
牢
性
を
実
現

ス
テ
ィ
ッ
ク
型
認
証
デ
バ
イ
ス

スイスビット
　
産
業
向
け
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ス

ト
レ
ー
ジ
の
ス
イ
ス
ビ
ッ
ト

ジ
ャ
パ
ン
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
２

オ
ー
プ
ン
認
証
規
格
に
対
応

し
た
認
証
デ
バ
イ
ス
「
ｉ
Ｓ

ｈ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
　
Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
２

ス
テ
ィ
ッ
ク
」
を
発
売
し
た

＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ

ン
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
に
利

用
す
る
認
証
デ
バ
イ
ス
。
ベ

ル
リ
ン
工
場
で
製
造
さ
れ
、

高
品
質
お
よ
び
高
信
頼
性
、

堅
牢
性
を
実
現
。
必
要
に
応

じ
て
同
工
場
で
の
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
も
可
能
。
マ
イ

ナ
ス

25
度
か
ら

プ
ラス

70
度
の
広
い
動
作
温
度
範

囲
に
対
応
し
、
産
業
グ
レ
ー

ド
の
堅
牢
な
防
水
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
備
え
て

い
る
。
小
型
（
51
・
５
㍉
㍍

×
18
・
５
㍉
㍍
×
６
㍉
㍍
）

の
ス
テ
ィ
ッ
ク
形
状
と
な
っ

て
い
る
。

　
非
対
称
暗
号
化
お
よ
び
ハ

ー
ド
ウ
エ
ア
ベ
ー
ス
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
キ
ー
に
よ
っ
て
、

ロ
グ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
で
最
高

水
準
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
提

供
す
る
。
Ｎ
Ｆ
Ｃ
（
近
距
離

無
線
通
信
）
に
も
対
応
し
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
―

Ａ
の
ほ
か
モ
バ
イ
ル
デ

バ
イ
ス
で
の
使
用
も
可

能
。
企
業
の
Ｉ
Ｔ
部
門

に
加
え
、
顧
客
に
追
加

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能

を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
、

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
に
最
適
。

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
ラ
ム
ダ
は
、
フ
ラ

ッ
グ
シ
ッ
プ
絶
縁
型
Ｄ
Ｃ
―

Ｄ
Ｃ
コ
ン
バ
ー
タ
「
Ｃ
Ｃ
Ｇ

シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
１

・
５
Ｗ
モ
デ
ル
の
「
Ｃ
Ｃ
Ｇ

１
Ｒ
５
」
と
３
Ｗ
モ
デ
ル
の

「
Ｃ
Ｃ
Ｇ
３
」
を
発
売
し
た

＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
ト
ラ
ン
ス
設

計
と
機
構
・
構
造
設
計
の
最

適
化
、
最
新
小
型
部
品
の
採

用
、
高
密
度
実
装
技
術
に
よ

っ
て
幅
15
・
７
㍉
㍍
×
高
さ

11
・
５
㍉
㍍
×
奥
行
き
10
・

４
㍉
㍍
の
超
小
型
・
省
ス
ペ

ー
ス
化
を
実
現
。
計
測
機
器

や
Ｆ
Ａ
、
半
導
体
製
造
装

置
、
通
信
機
器
、
医
療
機

器
、
鉄
道
、
バ
ッ
テ
リ
駆
動

装
置
な
ど
の
さ
ら
な
る
小
型

化
に
貢
献
す
る
。

　
入
力
電
圧
範
囲
３
タ
イ
プ

（
４
・
５
〜
18
Ｖ
Ｄ
Ｃ
、
９

〜
36
Ｖ
Ｄ
Ｃ
、
18
〜
76
Ｖ
Ｄ

Ｃ
）
と
単
出
力
・
２
出
力
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
豊
富

な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
そ
ろ

え
、
広
い
入
力
電
圧
仕
様
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
テ

リ
電
圧
と
電
圧
変
動
に
対
応

で
き
、
12
／
24
Ｖ
Ｄ
Ｃ
な
ど

複
数
の
入
力
電
圧
系
を
要
す

る
制
御
基
板
等
で
の
ア
イ
テ

ム
共
通
化
を
可
能
と
し
て
い

る
。
ま
た
マ
イ

ナ
ス

40
℃
〜
プ
ラス

１
０

０
℃
と
広
い
動
作
温
度
範
囲

に
よ
っ
て
、
制
御
盤
・
制
御

基
板
の
高
密
度
化
に
よ
る
高

温
環
境
下
で
の
使
用
と
信
頼

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
実
装
端
子
形
状
は
Ｓ
Ｍ
Ｄ

／
Ｄ
Ｉ
Ｐ
タ
イ
プ
を
用
意

し
、
基
板
実
装
プ
ロ
セ
ス
に

合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
が
可

能
と
す
る
。

リ
テ
ィ
規
格
で

あ
る
「
Ｗ
Ｐ
Ａ

３
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ

ｎ
ａ
ｌ
／
Ｅ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
ｐ
ｒ
ｉ

ｓ
ｅ
」
に
対

応
。
秘
匿
性
の

高
い
情
報
を
取

り
扱
う
ネ
ッ
ト

い
る
。

　
ま
た
機
器
へ
の
組
み
込
み

開
発
プ
ロ
セ
ス
で
、
同
社
製

の
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
８
０
２
・
11
ａ

ｃ
対
応
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

「
Ａ
Ｐ
―
２
０
０
Ａ
Ｃ
」
と

外
付
け
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ブ
リ
ッ

ジ
「
Ｂ
Ｒ
―
５
０
０
Ａ
Ｃ
」

と
、
同
製
品
を
組
み
合
わ
せ

て
検
証
・
運
用
す
る
こ
と

で
、
よ
り
短
期
間
に
安
定
し

た
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
８
０
２
・
11
ａ

ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
支

援
を
可
能
に
す
る
。

　
価
格
は
オ
ー
プ
ン
、
７
月

か
ら
出
荷
開
始
す
る
。

イメージ図

　
ア
イ
エ
イ
ア
イ
は
、
電
動
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
「
エ
レ
シ
リ
ン
ダ
ー
」
の
製
品
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
強
化
し
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

の
超
小
型
タ
イ
プ
を
は
じ
め
、
ロ
ッ
ド
タ

イ
プ
、
ス
ト
ッ
パ
ー
シ
リ
ン
ダ
ー
、
ス
ラ

イ
ダ
ー
タ
イ
プ
、
ワ
イ
ド
ス
ラ
イ
ダ
ー
タ

イ
プ
の
製
品
を
追
加
し
た
＝
写
真
。
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３
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
２
０
２
２
）
が
開
催

さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
発
令
下
で
向
か

い
風
が
吹
く
中
だ
っ
た
が
、
４
日
間
で
６
万
２
３
８
８
人
の
来
場
者
を
集
め
、
盛

況
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
の
会
場
で
撮
影
し
た
写
真
と
と
も
に
、

今
回
の
ト
レ
ン
ド
を
振
り
返
る
。

ど
の
単
純
作
業
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
使

い
方
も
展
示
。
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た

溶
接
や
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
デ
モ
を
展

示
し
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
可
能
性
を
見
せ

状
態
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
で
可
視
化
し
て
お

り
、
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
で
主
役
は
ロ
ボ
ッ

ト
だ
が
、
実
際
は
「
三
菱
電
機
の
Ｆ
Ａ
の

総
合
力
」が
わ
か
る
展
示
と
な
っ
て
い
た
。

　
同
様
だ
っ
た
の
が
オ
ム
ロ
ン
。
セ
ン
サ

な
ど
の
イ
ン
プ
ッ
ト
機
器
（
Ｉ
）
、
Ｐ
Ｌ

Ｃ
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
な
ど
の
ロ
ジ
ッ
ク
機

器
（
Ｌ
）
、
モ
ー
タ
・
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
機
器
（
Ｏ
）
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
Ｒ
、
安
全
リ
レ
ー
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
な
ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ
機
器（
Ｓ
）

の
、
い
わ
ゆ
る
製
造
現
場
を
構
成
し
て
い

る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
の
各
機
器
を
す
べ
て
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
は
同
社
だ
け
で
あ

る
と
し
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
オ
ー
ル
オ
ム

ロ
ン
で
機
器
同
士
の
親
和
性
を
活
か
し
て

生
産
性
を
高
め
た
デ
モ
設
備
や
ラ
イ
ン
を

展
示
訴
求
し
て
い
た
。
特
に
今
回
の
目
玉

は
、
そ
れ
ら
の
機
器
を
ま
と
め
て
１
つ
で

制
御
で
き
る
統
合
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
。
１
つ

の
頭
脳
に
情
報
と
指
揮
系
統
を
集
約
さ
せ

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
生
産

性
を
実
現
で
き
る
と
し
て
い
た
。

　
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
は
「
省
・
小
・
精
」

で
小
型
・
精
密
用
途
に
強
く
、
ス
カ
ラ
ロ

ボ
ッ
ト
の
世
界
シ
ェ
ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と

し
て
有
名
だ
が
、
一
方
で
、
セ
ン
サ
素
子

か
ら
作
っ
て
い
る
セ
ン
サ
メ
ー
カ
ー
と
し

て
の
一
面
も
持
っ
て
お
り
、
今
回
は
自
社

の
セ
ン
サ
技
術
を
ロ
ボ
ッ
ト
で
活
用
し
た

例
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
例
え
ば
水
晶
を
使
っ
た
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン

サ
。
回
転
方
向
や
回
転
角
度
、
振
動
な
ど

を
検
知
す
る
セ
ン
サ
で
、
ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ

ト
の
新
製
品
「
Ｇ
Ｘ
８
／
Ｇ
Ｘ
４
」
の
ア

ー
ム
先
端
部
に
搭
載
。
通
常
は
各
軸
に
取

り
付
け
て
あ
る
エ
ン
コ
ー
ダ
に
よ
っ
て
位

置
の
検
知
と
そ
れ
を
も
と
に
し
た
制
御
を

行
い
、
従
来
機
種
は
そ
れ
だ
け
で
も
ト
ッ

　
今
回
の
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
で
は
、
良
い

意
味
で
、
各
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が
自
社

の
強
み
や
特
長
を
生
か
し
た
展
示
が
多

く
、
メ
ー
カ
ー
色
が
強
く
出
て
い
る
の
が

印
象
的
だ
っ
た
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
メ
ー
カ

ー
が
ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
や
６
軸
多
関
節
ロ

ボ
ッ
ト
を
取
り
扱
っ
て
い
て
、
本
体
に
少

し
の
性
能
差
は
あ
っ
て
も
圧
倒
的
な
違
い

が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
だ
け
見
れ

ば
ほ
ぼ
横
一
線
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
展

し
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
特
別
展

示
を
見
て
比
べ
る
と
、
各
社
が
ど
こ
に
強

く
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
か
が
理
解
し
や

す
い
。今
回
は
そ
こ
が
鮮
明
に
出
て
い
た
。

　
例
え
ば
三
菱
電
機
。
三
菱
電
機
の
ロ
ボ

ッ
ト
が
得
意
と
す
る
の
は
中
小
型
ロ
ボ
ッ

ト
を
使
っ
た
組
み
立
て
作
業
な
ど
で
、
人

が
手
で
行
っ
て
い
る
作
業
を
自
動
化
す
る

領
域
だ
。
し
か
し
本
来
は
、
シ
ー
ケ
ン
サ

や
サ
ー
ボ
、
セ
ン
サ
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド

機
器
を
豊
富
に
そ
ろ
え
、
か
つ
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ

ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
技
術
が
あ
り
、
Ｈ
Ｍ
Ｉ
や
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ａ
な
ど
デ
ー
タ
活
用
や
見
え
る
化
の
シ
ス

テ
ム
ま
で
持
っ
て
い
る
総
合
電
機
メ
ー
カ

ー
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
１
作
業
工
程
と

い
う
よ
り
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
組

み
込
ん
だ
一
連
の
自
動
生
産
ラ
イ
ン
の
構

築
ま
で
で
き
る
の
が
本
来
の
強
み
で
あ

り
、
今
回
の
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
で
も
、
メ

ー
ン
の
デ
モ
ラ
イ
ン
は
そ
れ
ら
を
駆
使
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　
三
菱
電
機
の
メ
ー
ン
の
デ
モ
ラ
イ
ン

は
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
架
台
に
載
せ
た
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
並
べ
、
そ
れ
ら
を
高
速

で
省
配
線
の
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　

Ｔ
Ｓ
Ｎ
で
つ
な
い
で
一
連
の
生
産
ラ
イ
ン

と
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
で
マ
ウ
ス
を
作
る

と
い
う
デ
モ
。
そ
の
生
産
状
況
や
機
器
の
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Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
な　

　

ど

�

イ
ベ
ン
ト
も
期
待

小
型・大
型
化
、高
速
化
な　

　

ど

進
化
し
た
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
向
け
�

キ
ッ
ト
部
品
も
多
数

メ
ー
カ
ー
各
社
の

�
色
が
出
た
展
示
ブ
ー
ス

　
つ
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
完
成
品
メ
ー
カ
ー
に

目
が
向
い
て
し
ま
う
が
、
一
方
で
ロ
ボ
ッ

ト
の
各
部
分
を
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
、
そ
れ
を

組
み
合
わ
せ
れ
ば
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
来
上
が

る
。
部
品
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
、
そ
ん
な

キ
ッ
ト
化
し
た
製
品
も
目
に
つ
き
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
も
の
を
自
分
た
ち
で
作
っ
て
使

う
と
い
う
新
た
な
選
択
肢
も
出
て
き
そ
う

だ
。

　
Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
直
動
部
品
の
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
Ｔ
Ｈ
Ｋ
は
、
こ
の
ほ
ど

回
転
部
品
も
発
売
開
始
。
直
動
と
回
転
を

組
み
合
わ
せ
れ
ば
ほ
ぼ
す
べ
て
の
動
き
は

カ
バ
ー
で
き
、
直
動
メ
イ
ン
か
ら
ト
ー
タ

ル
の
動
き
を
作
れ
る
会
社
へ
と
脱
皮
を
果

た
し
た
。
そ
の
特
長
を
生
か
し
、
グ
ル
ー

向
け
に
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
を
展
示
。
モ
ー

タ
、
減
速
機
、
駆
動
回
路
、
ブ
レ
ー
キ
、

エ
ン
コ
ー
ダ
な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
の
軸
に
必
要

な
パ
ー
ツ
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｃ
３
　
ｅ
Ｍ
ｏ
ｔ

　
こ
の
ほ
か
、
人
手
不
足
が
特
に
深
刻
で

ロ
ボ
ッ
ト
の
大
き
な
需
要
が
見
込
ま
れ
る

物
流
や
食
品
関
係
向
け
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
展
示
が
多
か
っ
た
こ
と
や
、
各
社
が
独

自
に
開
発
し
た
Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
展
示

が
目
立
っ
た
こ
と
、
力
覚
セ
ン
サ
を
使
っ

た
難
し
い
作
業
へ
の
挑
戦
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
ト
レ
ン
ド
の
種

は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
次
回
２
０
２
４
年

開
催
時
に
、こ
れ
ら
が
ど
う
変
化
し
た
か
、

新
し
い
技
術
は
ど
ん
な
も
の
が
出
て
い
る

か
な
ど
興
味
は
尽
き
な
い
。

　
ま
た
、
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
以
外
に
も
ロ

ボ
ッ
ト
を
見
る
機
会
は
意
外
と
多
く
、
切

り
口
を
変
え
て
み
る
こ
と
も
参
考
に
な
る
。

　
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
は
あ
く
ま
で
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
の
総
合
展
示
会
で
平
均
的
で
満
遍

な
く
技
術
が
そ
ろ
っ
て
い
た
が
、
６
月
７

日
か
ら
10
日
の
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
国
際
食
品
工

業
展
、
９
月
13
日
〜
16
日
の
国
際
物
流
展

な
ど
の
個
別
の
産
業
展
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
産
業
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
り
詳
細

な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
独
自
技
術
な
ど

の
展
示
が
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
の
大
規
模
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
６
月
30
日
か
ら
７
月
２
日
に

か
け
て
、
自
動
車
産
業
の
お
膝
元
で
あ
る

愛
知
県
で
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
自
動
化

シ
ス
テ
ム
の
専
門
展
「
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

産
業
用
に
特
化
し
、
か
つ
産
業
の
盛
ん
な

中
部
地
方
で
の
開
催
す
る
新
た
な
ロ
ボ
ッ

ト
関
連
展
示
会
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
10
月
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
を
中

心
と
し
た
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ 

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行

わ
れ
る
。
屋
内
と
屋
外
、
産
業
と
サ
ー
ビ

ス
な
ど
垣
根
が
低
く
な
る
中
、
こ
ち
ら
も

注
目
だ
。

ｉ
ｏ
ｎ
」
を
出
品
。
通
常
の
軸
は
１
枚
の

と
こ
ろ
、
２
つ
の
エ
ン
コ
ー
ダ
を
組
み
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
動
作
精
度
や
安
全
性
を

高
め
て
い
る
と
い
う
。

た
。

　
ま
た
今
回
は
未
出
展
だ
っ
た
が
、
デ
ン

ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
が
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
弱

点
で
あ
る
動
作
速
度
の
遅
さ
を
解
消
し
た

　
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
可
搬
重
量
の
広
が

り
、
高
速
化
、
よ
り
緻
密
な
作
業
へ
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
な
ど
技
術
の
進
化

が
感
じ
ら
れ
た
。

今
回
、
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の

新
製
品
を
４
機
種
発
表
し
、
一
気
に
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
さ
せ
た
。
緑
の
ロ
ボ
ッ

ト
の
Ｃ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
に
可
搬
重
量
35
㌔
㌘

ト
の
事
業
部
と
、
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
な
ど
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
部
門
の
共
同
出
展
の
よ
う

な
形
に
な
り
、
バ
イ
ク
や
ボ
ー
ト
な
ど
も

含
め
て
、
移
動
を
支
え
て
き
た
企
業
と
し

て
原
点
回
帰
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
安
川
電
機
と
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
、
上
記
の

各
社
に
比
べ
て
小
型
か
ら
大
型
ま
で
製
品

の
幅
が
広
く
、
い
わ
ば
総
合
ロ
ボ
ッ
ト
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
こ
と
が
強
み
。
豊
富
な
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
展
示

に
よ
る
訴
求
が
目
立
っ
た
。

の
製
品
を
追
加
。
こ
れ
に
よ
り
４
㌔
㌘
か

ら
35
㌔
㌘
ま
で
そ
ろ
っ
た
。
Ｃ
Ｒ
Ｘ
シ
リ

ー
ズ
で
は
小
型
の
５ 

㌔
㌘
可
搬
と
、
20
㌔

㌘
、
25 

㌔
㌘
可
搬
の
３
機
種
が
増
え
、
こ

ち
ら
も
５
㌔
㌘
か
ら
25 

㌔
㌘
可
搬
ま
で
そ

ろ
い
、
一
般
成
人
が
持
っ
て
運
ぶ
よ
う
な

領
域
は
カ
バ
ー
し
た
。

　
安
川
電
機
は
、
今
回
に
合
わ
せ
た
新
製

プ
会
社
の
Ｔ
Ｈ
Ｋ
イ
ン
テ
ッ

ク
ス
が
直
動
と
回
転
部
品
に

外
装
を
施
し
て
キ
ッ
ト
化

し
、
単
品
販
売
と
同
時
に
そ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
シ
ス

テ
ム
化
し
て
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
参
考
展
示
。

　
ま
た
Ｉ
Ａ
Ｉ
も
電
動
シ
リ

ン
ダ
と
回
転
ユ
ニ
ッ
ト
で
作

っ
た
生
産
設
備
や
、
電
動
シ

リ
ン
ダ
の
使
い
方
の
工
夫
に

よ
っ
て
高
額
な
ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入
せ
ず
と
も
、
ロ
ボ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
と
同
様
の
作
業
が

安
く
構
築
で
き
る
と
い
っ
た

デ
モ
機
を
展
示
し
た
。

　
ま
た
、
カ
メ
ラ
・
光
学
系

大
手
の
ニ
コ
ン
も
ロ
ボ
ッ
ト

プ
ク
ラ
ス
の
高
精
度
を
実
現
し

て
い
る
が
、
新
製
品
で
は
さ
ら

に
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
か
ら
ワ
ー

ク
に
接
す
る
先
端
部
の
振
動
な

ど
の
情
報
を
追
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
よ
り
高
精
度
の
制
御
を

実
現
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
各
社
の
な
か
で

も
、
最
も
と
が
っ
て
い
た
の
が

「
ヤ
マ
ハ
発
動
機
」
。
今
回
は

搬
送
に
焦
点
を
絞
り
、
「
μ 

to 

㎞
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
生
産
設
備
に
お
け
る 

μ

 

m
の
搬
送
か
ら
、
工
場
内
搬

送
や
屋
外
搬
送
で
㎞
の
自
動
搬

送
を
可
能
に
す
る
各
種
ロ
ボ
ッ

ト
や
自
動
運
転
ユ
ニ
ッ
ト
を
展

示
。
初
め
て
、
Ｆ
Ａ
・
ロ
ボ
ッ

品
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
10
㌔
㌘
可
搬
だ
が
ア

ー
ム
長
を
短
く
し
て
、
小

型
で
パ
ワ
フ
ル
と
い
う
新

領
域
を
開
拓
。
ま
た
導
入

意
欲
が
高
く
、
有
望
市
場

と
言
わ
れ
る
食
品
業
界
向

け
に
最
適
化
し
た
オ
ー
ル

ス
テ
ン
レ
ス
で
洗
浄
で
き

る
タ
イ
プ
も
展
示
し
た
。

　
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
業
界
を

リ
ー
ド
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
プ
ラ
グ

ア
ン
ド
プ
レ
イ
で
簡
単
に

接
続
し
て
使
い
始
め
ら
れ

る
周
辺
機
器
群
Ｕ
Ｒ
＋
を

使
っ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
中
心
に
展
示
。
ま
た
ピ

ッ
キ
ン
グ
や
ネ
ジ
締
め
な

新
製
品
を
発

売
。
危
険
領
域

に
誰
も
い
な
い

場
合
は
高
速
動

作
し
、
人
の
接

近
を
検
知
し
た

ら
ス
ピ
ー
ド
が

遅
く
な
る
よ
う

に
し
て
生
産
性

を
向
上
で
き
る

も
の
と
な
っ
て

い
る
。



（5）　　　２０２２年（令和４年）３月３０日

主
要
各
社
の
製
品
紹
介

コ
ン
パ
ク
ト
で
頑
強
な
構
造

ジック

https://www.sick.com/TMS-TMM22

傾斜センサ
「ＴＭＳ22／ＴＭＭ22」

返
し
精
度
を
持
つ
高
性
能
の
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

技
術
で
、
測
定
値
は
ア
ナ
ロ
グ
出
力
で

き
る
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
屋

外
用
途
で
の
耐
性
と
い
う
最
高
の
要
件

を
満
た
す
た
め
に
、
セ
ン
サ
技
術
の
核

と
な
る
パ
ー
ツ
は
一
体
成
型
で
筐
体
内

に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
保
護
等
級
Ｉ

Ｐ
66
／
68
／
69
Ｋ
に
準
拠
。
高
温
変
動

な
ど
の
過
酷
な
環
境
条
件
や
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
で
の
高
圧
洗
浄
に
よ
る

影
響
を
受
け
な
い
。

　
本
体
は
、
高
さ
わ
ず
か
10
・
４
㍉
㍍

と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
デ
ザ
イ
ン
に
よ

り
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
設
置
す
る
こ
と

　
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
（
ジ
ッ
ク
）
の
傾
斜
セ
ン

サ
「
Ｔ
Ｍ
Ｓ
22
（
１
軸
）
／
Ｔ
Ｍ
Ｍ
22

（
２
軸
）
」
は
、
コ
ス
ト
効
率
良
く
高

精
度
の
傾
斜
測
定
を
実
現
。
そ
の
基
盤

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
測
定
誤
差
許
容

範
囲
が
プ
ラス 

マ
イ

ナ
ス

０
・
25
度
と
優
れ
た
繰
り

が
で
き
る
。
最
大
の
互
換
性
を
実
現
す

る
た
め
、
セ
ン
サ
は
一
般
的
な
０
〜
10

Ｖ
と
４
〜
20
ｍ
Ａ
の
ア
ナ
ロ
グ
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
を
搭
載
し
て
い
る
。
し
か

も
、
各
要
件
に
合
わ
せ
て
イ
ン
タ
フ
ェ

ー
ス
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
も
可

能
。

　
こ
う
し
た
特
徴
に
よ
り
、
コ
ス
ト
に

影
響
す
る
一
連
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
信
頼
性
の
高
い
傾
斜
デ
ー
タ
を
統
合

で
き
る
。
主
な
用
途
と
し
て
、
垂
直
搬

送
シ
ス
テ
ム
で
の
ト
レ
イ
の
傾
き
測

定
、
ソ
ー
ラ
ー
セ
ル
・
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
角
度
検
出
な
ど
。

　
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
や
Ｃ
Ａ

Ｎ
ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
を
搭
載
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
。

調
整
工
数
の
削
減
に
貢
献

アズビル

https://www.compoclub.com/

アジャスタブル近接センサ
「形Ｈ３Ｃ」

ン
サ
。

　
１
台
に
セ
ン
サ
２
台
分
の
機
能
を
有

し
、
動
作
ロ
ジ
ッ
ク
（
Ｎ
Ｏ
／
Ｎ
Ｃ
）

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
最
大

４
エ
リ
ア
を
１
台
の
近
接
セ
ン
サ
で
検

　
ア
ズ
ビ
ル
の
ア
ジ
ャ
ス
タ
ブ
ル
近
接

セ
ン
サ
「
形
Ｈ
３
Ｃ
」
は
、
１
台
に
２

つ
の
出
力
・
動
作
点
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

機
能
を
内
蔵
し
、
従
来
の
近
接
ス
イ
ッ

チ
の
常
識
を
覆
し
た
次
世
代
の
近
接
セ

ン
サ
の
最
適
な
動
作
点
を
動
作
領
域
内

で
簡
単
に
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
き
る
た

め
、
従
来
は
近
接
ス
イ
ッ
チ
の
設
置
位

置
調
整
を
微
調
整
す
る
た
め
に
要
し
て

い
た
作
業
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き
る

と
と
も
に
、
熟
練
工
に
頼
っ
て
い
た
作

業
品
質
の
均
一
化
も
可
能
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
専
用
設
定
ツ

ー
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
装
置
を
動
か
し
な
が
ら
近

接
セ
ン
サ
の
検
出
余
裕
度
を
見
え
る
化

で
き
、
必
要
に
応
じ
動
作
点
の
再
調
整

・
微
調
整
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
サ
イ
ズ
は
Ｍ
８
、
Ｍ
12
を
リ
リ
ー
ス

済
み
で
、
検
出
距
離
は
そ
れ
ぞ
れ
２
㍉

と
３
㍉
。
出
力
形
態
は
Ｐ
Ｎ
Ｐ
オ
ー
プ

ン
コ
レ
ク
タ
。

出
で
き
、
省

ス
ペ
ー
ス

化
、
調
整
工

数
の
削
減
を

実
現
。

　
ま
た
、
パ

ソ
コ
ン
の
専

用
設
定
ツ
ー

ル
を
利
用

し
、
近
接
セ

　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）

の
検
出
用
ス
イ
ッ
チ
の
出
荷
額
は
、
２
０
２
０

年
度
は
１
０
０
７
億
８
１
０
０
万
円
（
19
年
度

比
99
・
１
％
）
と
微
減
と
な
っ
た
。
20
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
あ
ら
ゆ
る
面
の
活

動
が
停
止
し
た
影
響
を
大
き
く
受
け
た
が
、
20

年
秋
以
降
は
急
速
な
回
復
を
見
せ
、
受
注
が
上

向
き
、
こ
の
状
況
が
21
年
度
に
入
っ
て
も
継
続

し
て
い
る
。
21
年
度
は
、
上
期
（
４
月
〜
９

月
）
で
５
９
５
億
８
７
０
０
万
円
と
、
前
年
同

期
比
１
２
５
・
０
％
と
な
り
、
国
内
が
１
２
３

・
６
％
の
３
３
６
億
９
１
０
０
万
円
に
対
し
、

輸
出
は
１
２
７
・
０
％
の
２
５
８
億
９
６
０
０

万
円
と
、
輸
出
の
伸
び
が
大
き
い
。
10
月
以
降

も
月
１
０
０
億
円
超
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
、
前

年
同
期
比
２
桁
の
伸
長
を
見
せ
て
い
る
。
22
年

１
月
は
１
０
０
億
円
を
下
回
っ
た
が
、
受
注
が

高
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
半
導
体
な
ど
の
部

品
不
足
に
よ
っ
て
生
産
が
滞
り
、
出
荷
で
き
な

か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
で
は
、
21
年
度
の
検
出
用
ス
イ
ッ

チ
の
出
荷
額
を
１
０
８
０
億
円
（
20
年
度
比
７

・
１
％
増
）
と
予
測
し
て
い
る
が
、
現
在
の
出

荷
ベ
ー
ス
が
続
く
と
１
２
０
０
億
円
前
後
と
、

前
年
度
を
約
２
０
０
億
円
上
回
る
出
荷
に
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　
Ｆ
Ａ
セ
ン
サ
の
主
力
用
途
で
あ
る
工
作
機

械
、
半
導
体
製
造
装
置
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
は
過

去
最
高
を
超
え
る
勢
い
で
受
注
が
拡
大
し
て
お

り
、
こ
れ
に
伴
い
Ｆ
Ａ
セ
ン
サ
の
引
き
合
い

も
、
製
品
が
あ
れ
ば
売
れ
る
状
態
が
継
続
し
、

納
期
回
答
が
で
き
な
い
製
品
も
目
立
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
産
は
ま
す
ま

す
省
人
や
省
力
化
を
進
め
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
、
Ｆ
Ａ
セ
ン
サ
の
需
要
を
押
し
上
げ
て
い

る
。

　
ま
た
、
巣
ご
も
り
な
ど
で
通
信
販
売
の
利
用

が
増
加
し
、
物
流
業
界
の
投
資
も
著
し
く
、
Ａ

Ｇ
Ｖ
を
は
じ
め
、
仕
分
け
作
業
も
含
め
た
自
律

的
な
搬
送
シ
ス
テ
ム
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
る
。
Ａ
Ｇ
Ｖ
で
は
、
搬
送
軌
道
を

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
化
し
た
自
動
走
行
で
の
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
セ
ン
サ
の
技
術
開
発
が
進
ん
で
い

る
。
２
Ｄ
や
３
Ｄ
の
レ
ー
ザ
ー
セ
ン
サ
技
術
の

応
用
し
な
が
ら
、
搬
送
、
追
跡
や
障
害
物
を
検

知
し
な
が
ら
実
現
し
て
い
る
。
今
後
は
Ａ
Ｉ
技

術
を
活
用
し
て
搬
送
履
歴
に
基
づ
い
た
最
適
な

搬
送
経
路
策
定
や
、
搬
送
と
作
業
を
同
時
処
理

で
き
る
よ
う
な
開
発
も
志
向
さ
れ
て
い
る
。

　
食
品
・
医
薬
品
・
化
粧
品
の
３
品
業
界
で
、

安
定
し
た
需
要
が
継
続
し
て
い
る
な
か
で
、
不

良
品
検
知
を
目
指
し
た
「
安
全
」
「
安
心
」
へ

の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
高

く
な
っ
て
い
る
。

　
Ｆ
Ａ
セ
ン
サ
の
中
で
も
市
場
規
模
の
大
き
い

光
電
セ
ン
サ
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
半
導
体
レ
ー
ザ
を

光
源
に
し
た
非
接
触
セ
ン
サ
と
し
て
、
主
に
ワ

ー
ク
（
製
品
・
部
品
）
の
有
無
確
認
の
た
め
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
検
出
方
式
は
透
過
型
、
回

帰
反
射
型
、
拡
散
反
射
型
な
ど
が
あ
り
、
年
々

性
能
が
向
上
し
て
い
る
。
特
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

式
は
、
先
端
の
フ
ァ
イ
バ
ー
部
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
が
多
彩
で
、
取
り
付
け
や
用
途
に
合
わ
せ
て

選
定
が
し
や
す
く
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
数
百
種
も

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
そ
ろ
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
用
途
に
用
い
ら
れ
る
。

　
光
電
セ
ン
サ
技
術
を
発
展
さ
せ
た
透
過
型
デ

ジ
タ
ル
セ
ン
サ
と
し
て
は
変
位
セ
ン
サ
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。
帯
状
レ
ー
ザ
光
で
測
定
幅
10
㍉

を
繰
り
返
し
精
度
１
μ
ｍ
の
精
度
で
測
定
が
で

き
る
。
サ
イ
ズ
も
小
型
の
た
め
、
取
り
付
け
ス

ペ
ー
ス
の
制
約
も
少
な
い
。

　
Ｆ
Ａ
セ
ン
サ
が
ロ
ボ
ッ
ト
向
け
で
の
用
途
開

拓
が
進
む
な
か
で
、
測
域
（
レ
ン
ジ
）
セ
ン
サ

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
拡
大
し
て
い
る
。
測

域
セ
ン
サ
は
、
周
囲
の
障
害
物
な
ど
の
状
況
を

把
握
す
る
。
レ
ー
ザ
光
線
で
対
象
物
ま
で
の
距

離
を
測
定
し
、
２
７
０
度
前
後
の
視
野
に
対
し

て
自
分
を
中
心
に
平
面
地
図
の
よ
う
な
測
域
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
誤
動
作
が
許
さ
れ

　
Ｆ
Ａ
セ
ン
サ
の
市
場
が
依
然
好
調
に
拡
大
し
て
い
る
。
旺
盛
な
設
備
投
資
需
要
が

け
ん
引
し
て
お
り
、
旺
盛
な
需
要
に
よ
り
半
導
体
を
中
心
と
し
た
部
品
不
足
や
、
原

材
料
の
不
足
が
影
を
落
と
し
始
め
て
お
り
、
受
注
が
膨
ら
む
中
で
売
り
上
げ
の
伸
び

が
多
少
鈍
り
つ
つ
あ
る
。
世
界
的
な
景
気
回
復
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

に
伴
う
巣
ご
も
り
需
要
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
増
加
、
無
人
化
・
省
人
化
投
資
の
拡
大
な

ど
が
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
が
経
済
活
動

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
予
断
を
許
さ
な
い
も
の
の
、
当
面
は
高
い
受
注
水

準
が
継
続
し
そ
う
だ
。

な
い
こ
と
か
ら
検
出
ス
キ
ャ
ン
時
に
発
す
る
パ

ル
ス
の
計
測
方
法
に
各
社
独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
採
用
を
し
て
周
囲
環
境
に
干
渉
さ
れ
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
特
性
に
よ
り
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
（
無
人
搬

送
車
）
や
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
搭
載
す
る
こ

と
で
、
安
全
防
護
を
確
保
し
な
が
ら
高
精
度
な

誘
導
用
位
置
測
定
を
可
能
に
す
る
。
光
や
ほ
こ

り
、
汚
れ
な
ど
の
悪
環
境
下
で
も
高
信
頼
の
検

出
が
で
き
る
。
し
か
も
、
検
出
フ
ィ
ー
ル
ド
の

設
定
が
自
在
に
で
き
る
こ
と
で
、
用
途
ご
と
の

パ
タ
ー
ン
に
応
じ
た
稼
働
も
可
能
に
な
っ
て
い

る
。

　
長
距
離
で
高
感
度
の
検
出
が
可
能
な
た
め
、

最
近
で
は
立
体
駐
車
場
や
、
ト
ン
ネ
ル
前
で
の

車
両
の
高
さ
検
出
な
ど
、
屋
外
や
交
通
分
野
、

さ
ら
に
安
全
分
野
を
中
心
に
用
途
が
拡
大
し
て

い
る
。
こ
の
領
域
で
は
、
画
像
デ
ー
タ
と
組
み

合
わ
せ
て
精
度
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
も
な

さ
れ
て
お
り
、
活
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
近
接
セ
ン
サ
は
、
耐
環
境
性
に
優
れ
て
、
高

温
・
多
湿
、
水
中
な
ど
で
使
用
で
き
る
と
い
う
、

他
の
セ
ン
サ
に
は
な
い
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

直
径
が
３
㍉
の
超
小
型
タ
イ
プ
や
、
オ
ー
ル
メ

タ
ル
タ
イ
プ
な
ど
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
増
え
、
金

属
体
、
非
金
属
体
の
混
流
ラ
イ
ン
で
も
使
用
で

き
る
。
検
出
距
離
は
、
数
㍉
〜
数
十
㍉
が
一
般

的
だ
が
、
最
近
は
長
距
離
タ
イ
プ
も
発
売
さ
れ

て
い
る
。
近
接
セ
ン
サ
で
、
１
台
に
２
つ
の
出

力
機
能
を
内
蔵
し
た
製
品
も
あ
る
。
従
来
の
一

般
的
な
近
接
セ
ン
サ
は
出
力
が
１
つ
で
、
検
出

領
域
内
で
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
出
力
す
る
動
作
点
が

固
定
あ
っ
た
が
、
１
台
に
２
つ
の
出
力
機
能
を

内
蔵
す
る
こ
と
で
セ
ン
サ
２
台
分
の
機
能
を
内

蔵
。
検
出
領
域
内
へ
の
検
出
体
の
移
動
に
合
わ

せ
て
動
作
点
を
２
点
設
定
可
能
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
出
力
の
動
作
ロ
ジ
ッ
ク
（
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
）

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
１
台
で
最
大
４
エ

リ
ア
の
検
出
が
で
き
る
。
例
え
ば
工
作
機
械
の

自
動
工
具
交
換
で
は
、
工
具
の
有
無
、
取
り
付

け
位
置
の
ず
れ
な
ど
、
正
常
・
異
常
の
検
出
を

２
台
の
近
接
セ
ン
サ
で
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ

を
１
台
で
対
応
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
設
置
作

業
を
効
率
化
で
き
る
。

　
一
般
的
な
近
接
セ
ン
サ
の
検
出
距
離
は
１
〜

10
㍉
ぐ
ら
い
と
短
く
、
セ
ン
サ
が
安
定
し
て
検

出
で
き
る
た
め
の
位
置
設
定
の
調
整
作
業
に
非

常
に
手
間
が
か
か
り
、
作
業
者
に
よ
っ
て
設
置

の
バ
ラ
つ
き
が
出
る
と
い
う
課
題
も
あ
っ
た
。

こ
の
作
業
を
パ
ソ
コ
ン
の
専
用
設
定
ツ
ー
ル
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
最
適
な
動
作
点
を
オ
ー
ト

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
簡
単
に
設
定
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
近
接
セ
ン
サ
本
体
に
搭
載
の
動
作
表
示

灯
を
確
認
し
な
く
て
も
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
動
作

状
態
や
動
作
点
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が

で
き
、
よ
り
安
定
し
た
検
出
が
可
能
に
な
る
。

　
ま
た
、
近
接
セ
ン
サ
の
設
置
位
置
調
整
を
簡

単
に
行
え
る
よ
う
に
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
補
正
で

き
る
機
能
を
内
蔵
し
た
製
品
も
発
売
さ
れ
て
い

る
。
設
置
位
置
の
微
調
整
が
不
要
で
、
立
ち
上

げ
時
間
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

　
超
音
波
セ
ン
サ
は
、
比
較
的
超
距
離
・
広
範

囲
の
検
出
が
で
き
る
特
徴
が
あ
る
が
、
近
距
離

で
の
特
性
も
向
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
超
音
波

セ
ン
サ
を
複
数
同
時
使
用
時
の
音
波
の
ク
ロ
ス

ト
ー
ク
対
策
と
し
て
、
自
動
同
期
機
能
を
内
蔵

し
た
製
品
も
発
売
さ
れ
、
信
頼
性
も
高
ま
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
本
体
に
２
つ
の
マ
イ
ク
ロ
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
搭
載
す
る
こ
と
で
、
接
続
さ

れ
た
セ
ン
サ
や
自
身
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
、
そ
し

て
各
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
が
正
し
く
機
能
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
相
互
に
監
視
。
カ
テ
ゴ
リ
３
Ｐ

Ｌ
ｄ
に
準
拠
し
た
、
人
な
ど
と
の
衝
突
を
回
避

し
て
安
全
確
保
に
つ
な
が
る
。

　
農
業
機
械
や
建
設
機
械
な
ど
で
採
用
さ
れ
て

い
る
傾
斜
セ
ン
サ
の
需
要
も
増
え
て
い
る
。
産

業
機
械
の
無
人
運
転
な
ど
を
支
え
る
セ
ン
サ
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
は
Ｐ
Ｖ
（
太

陽
光
発
電
）
パ
ネ
ル
の
設
置
場
所
の
傾
き
な
ど

を
監
視
す
る
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
屋
外

利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
高
い
環
境
特
性
が
求
め

ら
れ
る
。

　
安
全
対
策
用
セ
ン
サ
も
マ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
、

ラ
イ
ト
カ
ー
テ
ン
な
ど
、
接
触
式
、
非
接
触
式

な
ど
多
様
で
用
途
に
応
じ
使
い
分
け
さ
れ
て
い

る
。
な
か
で
も
セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ

は
、ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
危
険
領
域
を
限
定
で
き
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
工
程
や
、
無
人

搬
送
車
な
ど
に
も
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
セ
ー
フ

テ
ィ
ラ
イ
ト
カ
ー
テ
ン
も
、
設
計
や
取
り
付
け

・
調
整
な
ど
の
手
間
を
省
く
改
良
が
さ
れ
使
い

や
す
さ
が
増
し
て
い
る
。
光
を
用
い
た
同
期
を

す
る
こ
と
で
、
省
配
線
を
実
現
、
複
数
の
セ
ン

サ
を
使
用
し
て
も
干
渉
し
な
い
工
夫
が
さ
れ
て

い
る
タ
イ
プ
も
あ
る
。
従
来
は
誤
作
動
に
よ
る

原
因
追
及
に
工
数
が
か
か
っ
て
い
た
が
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
表
示
や
通
信
に
よ
り
、
状
況
を
知
ら
せ
る
機

能
も
各
社
強
化
し
て
お
り
、
導
入
後
の
工
数
も

削
減
で
き
る
。

　
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
る
中
で
、
配
線
作
業

の
省
力
化
も
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
以
前
か
ら

セ
ン
サ
の
配
線
を
減
ら
す
取
り
組
み
は
行
わ
れ

て
き
て
い
る
が
、
こ
の
と
こ
ろ
さ
ら
に
注
目
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
般
的
な
セ
ン
サ
は
Ｏ
Ｎ

／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
な
ど
有
無
検
出
機
能
が
主
で
あ
る
こ

と
が
多
い
な
か
で
、
省
配
線
機
能
に
セ
ン
サ
の

見
え
る
化
情
報
を
付
加
す
る
も
の
だ
。
セ
ン
シ

ン
グ
レ
ベ
ル
を
モ
ニ
タ
や
、
異
常
箇
所
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
通
知
な
ど
を
可
能
に
し
、
装
置
や
セ

ン
サ
の
予
防
保
全
に
も
つ
な
が
る
。

　
Ｆ
Ａ
セ
ン
サ
の
機
能
拡
張
に
つ
な
が
る
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

だ
。
Ⅰ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
は
拡
張
性
に
優
れ
た
通

信
で
、
い
ま
ま
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
セ
ン
サ

内
部
の
情
報
を
ユ
ー
ザ
ー
が
ア
ク
セ
ス
で
き
、

し
か
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
で

も
利
用
で
き
る
こ
と
で
、
最
適
制
御
、
予
知
保

全
な
ど
へ
大
き
く
利
用
領
域
が
広
が
る
。

　
セ
ン
サ
の
Ｏ
Ｎ
―
Ｏ
Ｆ
Ｆ
情
報
だ
け
で
な

く
、
状
態
管
理
、
緊
急
判
断
と
い
っ
た
場
面
で

の
Ａ
Ｉ
と
連
携
し
た
活
用
も
進
む
。
Ｆ
Ａ
セ
ン

サ
メ
ー
カ
ー
各
社
も
今
後
の
製
品
開
発
計
画
と

し
て
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
対
応
セ
ン
サ
を
予
定
し

て
お
り
、
今
後
各
社
か
ら
対
応
製
品
の
発
売
が

増
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
Ｆ
Ａ
セ
ン
サ
の
取
り
巻
く
環
境
は
、
製
品
を

構
成
す
る
半
導
体
な
ど
の
電
子
部
品
を
い
か
に

調
達
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
生

産
体
制
が
正
常
に
戻
れ
ば
一
気
に
市
場
が
伸
長

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

FAセンサ市場 好調維持
人手不足、ポストコロナで省人化投資

Ｆ
Ａ
以
外
の
用
途
も
採
用
増

進
む
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉｎ
ｋ
対
応
セ
ン
サ
開
発
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新製品・新サービス

■オムロン、３月の新商品　光電センサ、産業用PC
など
　オムロンは、３月の新商
品として、デジタルアンプ
分離光電センサ（レーザタ
イプ）「E３C-LDA□N」と、
産業用PC「NY５□□-１」、
産業用パネルPC「NYP」
を発売した。
　デジタルアンプ分離光電
センサ（レーザタイプ）「E
３C-LDA□N」は、ビーム
ユニットの着脱で、３種類
のビーム（スポット、ライ
ン、エリア）に変更可能。
検出距離1000㍉㍍までカバ
ーし、さまざまなアプリケ
ーションをカバーする。
　産業用PC「NY５□□-１」
は、装置制御用途に特化し
たIPCマシンコントローラ
として、Sysmacの高い精
度や実用性と、Windows
の汎用性を兼ね備えてい
る。２つのプラットフォー
ムは独立して同時に動作
し、Windows側に異常が
発生した場合でも制御側は
動作を継続。生産ラインを止めない。PLC並みの高い
信頼性やロバスト性で、ビッグデータやNUI、IoTな
どの活用を容易にする。新たにVESA規格（100x100）
に対応した取り付け金具を用意し、さまざまなアーム
やスタンドに取り付けることが可能となっている。
　産業用パネルPC「NYP」は、産業用ボックス型PC
と産業用モニタの機能をインテリジェントに組み合わ
せている。製造現場データの可視化やデータ処理、計
測、制御に最適。構造をシンプルにして故障を低減し
ている。
h t t p s : / / w w w . f a . o m r o n . c o . j p / n e w /
products/2022/03/新製品情報
■三菱電機、有圧換気扇、エアー搬送ファンを新発売
　三菱電機は、専用コントロールスイッチで換気風量
と循環風量の連動制御を実現する有圧換気扇「速度調
節タイプ」と、エアー搬送ファン「速度調節タイプ」
を４月20日に発売する。大風量の換気が可能な有圧換
気扇と、大空間の空気循環が可能なエアー搬送ファン
を連動させる換気システムで、体育館や倉庫、工場な
どの大空間施設の効率的な換気に貢献する。

ht t p s : / /www.m i t s u b i s h i e l e c t r i c . c o . j p /
news/2022/0315-b.html
■光洋電子工業、プログラマブル表示器バージョンア
ップ

　光洋電子工業は、プログラマブル表示器GC-A２シ
リーズ用作画ツール「ScreenCreatorAdvance２」と、
「GC-A２ファームウエア」のバージョンアップを行
った。主な更新内容は、脆弱性改善や不具合修正など。
h t t p s : / / w w w . k o y o e l e . c o . j p / j p /
topics/2022031511551/
■北陽電機、屋外向けセンサソ
リューションカタログを追加
　北陽電機は、屋外用途の測域
センサのカタログに屋外向け
センサソリューションを追加
した。クレーン作業や交通など
にすすめる「LiDAR」や用途
を説明している。
https://www.hokuyo-aut.
c o . j p / p r o d u c t s / d a t a .
php?id=268
■シュナイダーエレクトリック、通信ドライバーなど
更新
　シュナイダーエレクトリックは、GP-ProEXの通信
ドライバー（Siemens　AG　TIA　PortalEthernet
ドライバー）と、PS6000シリーズ用ドライバー７件
を更新した。
https://www.proface.com/ja/download/exdriver/
plc/tiaportal
https://www.proface.com/ja/node/51809

企業トピックス

■カナデン、Ｄａｈｕａ製ＩＰカメラ・レコーダ特別
価格＆即納キャンペーン実施
　カナデンは、Ｄａｈｕａ製ＩＰカメラ・レコーダの
セットが特別価格で、かつ即納される特別キャンペー
ンを実施している。カメラ４台＋レコーダ（２ＴＢ）
セットで、通常価格は28万2000円のところ、11万8000
円（税別）で購入できる。事前の設定不要でレコーダ
がカメラを自動認識し、ＰｏＥ内蔵で配線にカメラと
レコーダを接続するだけの簡単設置が可能となってい
る。
https://products.kanaden.co.jp/topics/detail/28/
■オプテックス・エフエー、オンラインセミナー見逃
し配信開始
　オプテックス・エフエーは、３月に開催したオンラ
インセミナーイベント「FASTUS　ONLINE　
WEEK2022」の見逃し配信を開始した。ＦＡ会員に
ログインすれば、期間中いつでも当日のセミナームー
ビーを見られるようになる。配信期間は４月15日まで。
製品セミナーは「IO―Link導入セミナー」や「サー
モグラフィの選び方（初級セミナー）」など。サンリ
ツオートメイションとのコラボセミナーは「ＥＳＤ対
策部品のコンビネーション活用法とＥＳＤ対策事例」。
いずれも当日のテキストはダウンロード可能。
https://www.optex-fa.jp/online_week2022_movie/
■富士通とＹＥデジタル、ＳＡＰ事業で戦略的協業
　富士通とＹＥデジタルは、独ＳＡＰ　ＳＥ社が提供
する「ＳＡＰ　ＥＲＰ」のメインストリームメンテナ
ンスが原則2027年に終息することに伴い、製造業のデ
ジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の基盤とな
る「ＳＡＰ　Ｓ／４ＨＡＮＡ」へのコンバージョンを
強力に支援することを目的に、３月10日に戦略的協業
に合意した。富士通が有する「ＳＡＰ　Ｓ／４ＨＡＮ
Ａ」への移行手法の一つである「ＢＬＵＥＦＩＥＬＤ」
コンバージョンをはじめとするＳＡＰ関連技術やノウ
ハウと、ＹＥデジタルが有する製造業への高い業務知
見を駆使したコンサルティングノウハウを組み合わ
せ、両社で顧客の「ＳＡＰ　Ｓ／４ＨＡＮＡ」への移

行プロジェクトに対応する体制を構築する。
https://pr.fujitsu.com/jp/news/2022/03/15.html
■日東工業、愛知県の小学校で「リモート工場見学」
実施
　日東工業は、
2021年10月から
2022年１月にか
けて愛知県長久
手市内の小学校
３年生を対象に
４校約590人の
児童に「リモー
ト工場見学」を
実施した。同社
は毎年、長久手
市の小学校４校に工場見学を実施していたが、新型コ
ロナウイルス感染拡大を防ぐため昨年度は中止し、工
場見学に使用する資料の配布していた。今年度は新た
な方法として、工場と小学校をつないだ「リモート形
式」で実施した。
https://www.nito.co.jp/news/uploads/2022/854adc5
a1ac67ae97af59c2db2ef59ba_1.pdf
■本多通信工業、深圳工場の稼働再開
　本多通信工業は、３月13日から20日まで稼働停止し
ていた深圳工場を21日から再開した。深圳市当局から
新型コロナ防疫対策の指示により、稼働停止を求めら
れていた。
https://www.htk-jp.com/news/info.html
■スズデン、広島営業所移転
　スズデンは、広島営業所を移転し、３月22日から業
務開始した。新住所は〒739―0015広島県東広島市西
条栄町10―30東広島SeaPlace103、新電話番号は082
―424―8620、新ＦＡＸは082―424―8621。
https://www.suzuden.co.jp/szd/wp-content/
uploads/2022/03/20220322-2.pdf
■スズデン、長野営業所移転
　スズデンは、長野営業所を移転し、３月22日から業
務開始した。新住所は〒386―0002長野県上田市住吉
373－１、新電話番号は0268―23―2770、新ＦＡＸは
0268―24―6248。同社上田営業所、中部第２サービス
センターと同住所。電話・ＦＡＸ番号は、中部第２サ
ービスセンター直通。
https://www.suzuden.co.jp/szd/wp-content/
uploads/2022/03/20220322-1-2.pdf
■アズビル、健康経営優良法人2022に認定
　アズビルは、経済産業省が実施した令和３年度健康
経営調査で「健康経営優良法人2022
（ 大 規 模 法 人 部 門 （ ホ ワ イ ト
500））」に認定された。2018年か
ら５年連続で「健康経営優良法人」
の認定を受けており、今年度は上位
500法人のみが認定される『ホワイ
ト500』に認定された。健康経営優
良法人は、経済産業省と日本健康会
議が共同で、大規模法人のうち、保
険者である健康保険組合と連携して優良な健康経営を
実践している法人について認定する制度。
https://www.azbil.com/jp/news/220317.html
■オプテックスグループ子会社２社、「健康経営優良
法人2022」に認定
　オプテックスグループの全額出資子会社であるオプ
テックスとオプテックス・エフエーは、経済産業省と
日本健康会議から「健康経営優良法人2022（大規模法
人部門）」に認定されました。今回の健康経営優良法
人の認定は、オプテックスは初めてで、オプテックス
・エフエーは３年連続の認定。同グループ全体で、従
業員の健康保持・増進に積極的に取り組むなど、健康
経営をより一層強化・推進し、企業価値のさらなる向
上を目指す。

https://contents.x j -storage. jp/xcontents/
AS70197/62de7828/b7ad/4 f13/a9 f9/1687 f46
0e599/140120220314504671.pdf
■八洲電機、「健康経営優良法人2022」認定
　八洲電機は、経済産業省と日本健康会議が共同で選
定する「健康経営優良法人2022
（ホワイト500）」に４年連続
で認定された。同社はこれまで
従業員と家族の健康保持・増進
のため、生活習慣病対策やメン
タルヘルス対策等の各種施策に
取り組んできた。今後も、より
一層この取り組みを強化すると
ともに「働き方改革」や「ダイ
バーシティマネジメント」と連
携しながら「健康経営」を推進していく。
■パナソニック、アルミニウム固体電解コンデンサ開
発が大河内記念生産特賞
　パナソニックは、「導電性高分子を採用したデジタ
ルインフラ向け高性能アルミニウム固体電解コンデン
サの開発」で「令和３年度（第68回）大河内賞大河内
記念生産特賞」を受賞した。日本工業倶楽部会館で行
われた贈賞式で受賞。
　今後、基地局やサーバーなどのデジタルインフラ市
場で、高温環境下でのコンデンサの需要の高まりが想
定されており、同社は、電圧印可時および温度変化に
対する容量値の安定性に優れた、高温耐久性・長寿命
のコンデンサの開発を進め、同社独自の生産方式で高
い競争力を維持しながら、グローバルな情報化社会の
発展に貢献するとしている。
h t t p s : / / n ew s . p a n a s o n i c . c om / j p / p r e s s /
data/2022/03/jn220322-1/jn220322-1.html
■日立とServiceNow　Japanが協創
　日立製作所とServiceNow　Japanは、製造業を中
心に世界的な社会課題となっているサイバー攻撃への
対策や製品セキュリティ向上に向け、PSIRTの分野
で協業を開始した。具体的には、ServiceNowの
Security　Operationsと日立の脆弱性情報のあいま
い検索を可能とする脆弱性検索サービスを組み合わせ
て、製造業で効率的かつ迅速な製品セキュリティ対策
を可能にするPSIRT運用プラットフォームを開発し、
提供開始した。
ht t p s : / /www.h i t a ch i . c o . j p /New/cnews /
month/2022/03/0322.html
■富士通、ハイブリッドワークの調査結果を発行
　ＨＳＭアドバイザリーと富士通は、リアルとバーチ
ャルを組み合わせたハイブリッドワークを推進するう
えで、従業員のエンゲージメントとウェルビーイング
を高め、創造性を発揮させるために考慮すべき要素を
「サステナブル・ハイパフォーマンス・モデル」とし
てまとめた共同調査レポートを発行した。コロナ禍で
の２年間のハイブリッドワークの経験や学びから組織
の働き方を再定義し、効果的なハイブリッドワークを
実現するために重要なポイントを紹介している。
https://pr.fujitsu.com/jp/news/2022/03/22―1.html
■ＮＥＣ、量子アニーリングマシンで動作実証成功
　ＮＥＣは、量子コンピュータの一種である量子アニ
ーリングマシンの実現に向けて、高精度な計算を可能
とする超伝導パラメトロンを用いて、多ビット化が容
易な方式の基本ユニットを世界で初めて開発し、アニ
ーリング動作の実証に成功した。この成果で、量子ア
ニーリングマシンの実現に向けてさらに前進したとい
う。同社は、新エネルギー・産業技術総合開発機構（Ｎ
ＥＤＯ）の委託事業として、超伝導パラメトロン素子
を用いた量子アニーリングマシンの開発に取り組んで
いる。
https://jpn.nec.com/press/202203/20220317_01.
html
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